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l 亜熱帯植物(芭蕉)を原料とする繊維素材新製造技術の開発研究

平成元年度加速的技術開発支援事業(共通基盤的技術開発)

加速的技術開発支援事業について

目的及び必要性

赤塚嘉寛，押川文隆，平田清和，操利一，

今村I1頂光h福山秀久，上山貞茂，南 晃，

※都成俊一郎

大島紬産業は全般にわたって和装需要の減退や円高などの影響による値崩れ，産地在

庫の増大，伝統技術・技法の動揺，後継者難等かつてない危機的状況におかれており，

心 特に犠北地域の 3市町は，基幹産業としての鳩紬への依存度細めて高いことから，

地域経済に著しい影響を与えている状況にある。このため，行政・業界は一丸となって

新製品・新技術の開発による新分野の開拓を図り，大島紬製造業への集中依存という産

業構造からの転換を促進し，現状の危機を打開する必要がある。本研究開発は奄美北地

域の経済の活性化を図ることによって地域住民の生活の向上と安定化を目指すため必要

不可欠である。

研究開発の経過

。組繊維製造のための精練技術の開発**一次精練** (平成元年 8月-10月)

アルカリ薬剤の選定，処理条件の設定

。高純度繊維製造のための精練技術の開発**二次精練** (平成元年9月-11月〉

酵素の選定，処理条件の設定

。芭蕉織維の漂白技術の開発 (平成元年10月~平成2年 1月〉

」〆 漂白剤の選定，処理条件の設定

。紡績・試作 (平成2年 1月-2月〕

紡績糸の作成と製織性試験

。結果の検討・整理 (平成2年 1月-2月)

研究開発課題とその成果(研究内容と研究結果〕

1.はじめに

E熱帯植物として奄美北地域に豊富に存在する芭蕉繊維をとりあげた。芭蕉は多年

生草木で発芽後2年ほどで成熟し，織維が採取できるようになる。 l株から 4-5本

茎が伸び，一度伐採した後もまた芽ぷくため一旦植え付けたあと何年にもわたり利用

※(株)都成織物
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できるO 栽培は簡単である。砂糖黍も栽培できないような荒れ地でも栽培でき，植え

替えや除草など不要である。平均樹高は160.-....200佃になり，現在奄美群島地域の13市

町村のうち徳之島町，天城町をのぞく 11市町村に広く分布している。「芭蕉を織事は，

琉球，先島を初めとし，大島，徳之島，喜界島，沖永良部島に限りたる名産にして，

上製は越後などにも勝りて美しく，着すれば涼しく軽く至ってよろし，島中皆此れ服

にして，家々の婦人手製困苦を尽くせりJ(南島雑話)

芭蕉はかつて，奄美，沖縄では身分の上下，貧富の別なく，老若男女を問わず利用

された衣料の原料で地域の歴史性をもった繊維であり，その大きな特徴は，夏用素材

としての肌にべとつかない，軽くてさらりとした風合いをもつことである。このよう

に優れた夏用衣料の芭蕉布(パシャギン)も大島紬の隆盛とその製法の難しさのため，

衰微していったが，いま，また自然指向，高級化指向が著しく，綿，麻等の素材がも

てはやされている。古来，奄美で麻よりも涼しいと言われ，賞用された芭蕉繊維に再

び脚光を当て，単なるパシャギンの復活ではなく新しい技術を使い，高級加工を施す

ことで特異な新製品を開発創出しようとするものである。

1-1 実験材料

今回の実験用芭蕉は

臣蕉科に属する糸芭蕉

( Musa liukiuensis 

Makino)で，名瀬市

大浜公園で栽培された

原木，及び竜郷町戸口

で自生している原木を

それぞれ使用した。写

真 1は名瀬市大浜公園

で観賞用に栽培されて

いるもので昨年(平成

元年)9月に撮影した。

1-2 精練前処理

(写真 1 芭蕉の自生状態)

芭蕉の原木は伐採後で直径10""-'20cm，長さ 1-." 2 m，重量1O.-....20kgと，かさ高で

重量があり水分を90%以上含んでいるので，機械絞り法(砂糖黍用のキビ圧搾機使

用)及びローラー絞り法(耕廷の脱水用手動式ローラー使用)による圧搾処理後乾
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燥させた乾皮を使用した。なお成分分析では生の原木も使用した。

2 供試芭蕉中の成分分析法

2-1 成分分析法

木材成分はセノレロース，ヘミセルロース及びリグニンからなる主成分と，無機成

分(灰分)，含窒素化合物(タンパク質，アルカロイド等)，脂肪族化合物(油脂，

精油を含むテJレベノイド類等)，芳香族化合物(樹脂，タンニン，色素， リグナン

等)，ベクチンなどからなる副成分に大別される。前者の主成分は木材の構成要素

である仮道管，道管，木繊維，柔繊維，放射組織などの細胞壁及び細胞間層を構成

する。後者の副成分は，細胞内腔や樹脂道などに存在し，水，アルコール，ベンゼ

u ン，アセトンなどの中性溶媒で抽出されることから抽出成分とも呼ばれ，また量的

に少ないことから従属成分とも称せられる。

一般に採用されている木材分析法はショ Jレガ一法， ドーノレ法，ワイズ法の 3方法

が採用されているが，今回はJIS法 (JISP8001-JIS P8010 [パルプ材の各試験

方法J)に準じて，水分，灰分，冷水抽出物，熱水抽出物， .1%水酸化ナトリウム

抽出物，アルコーJレ・ベンゼン抽出物， リグニン，全セルロース， αセノレロースの

基本的な項目について分析を行った。

2-1-1 採取法及び調製方法

1 ) 試料の採取

伐採芭蕉原木の中から幹の太さが中ぐらいのものを選び，高さを140cmに切り落

とす，葉の枚数17枚の中から真ん中付近(中皮〉の皮を芭蕉分析に供した。なお，

アルコーJレ・ベンゼン抽出物， リグニン，全セルロース及びαセルロースにおいて

¥ノ は原木17枚の中から芯より 3枚目の皮を内皮， .7枚目を中皮， 14枚目を外皮として

サンプリングし，それとは別に，中皮においては表と裏の 2試料も用意し合計5種

類を測定した。

2) 試料の調製

それぞれの試料を乾燥機を用いて50'Cで乾燥し，粉砕機で細粉したものを，ふる

い分けして300μm-150μmの大きさ (3∞μmのふるいを遇過し150μmのふるい

に溜まる部分)に選別し，大気中で含水率を平衡させたのち分析に用いた。それぞ

れの分析方法を以下に示す。
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2-1-2 水分

装置・器具

秤量びん，化学天秤，デシケーター

操作

1)試料約 2gをあらかじめ恒量重量を測定した秤量びんにいれてふたをし，正確

に試料の質量を求める。

2)秤量びんを105土3
0

Cで4時間乾燥し，デシケーターで放冷して質量をはかる。

2-1-3 灰分

装置・器具

るつぼ(容量30m!)，化学天秤，電気炉，デシケーター

操作

1 )試料約2gをあらかじめ恒量重量を測定したるつぼにいれてふたをし，正確に

試料の質量を求め，その絶乾質量を計算する。

2)ふたを半分ずらしたるつぼを電気炉中にいれ，始め徐々に(発火しない程度に〕

加熱炭化し，最後は600:t250Cで4時間強熱する。

3)強熱灰化後るつぼをデシケーター中で放冷して質量をはかる。

2-1-4 冷水可溶分

装置・器具

化学天秤，ビーカヘガラスろ過器(るつぼ型1G3)，恒温乾燥機a デシケーター

操作

1 )試料約2gを正確にはかり，その絶乾質量を計算する。

2)試料を500m!ビーカーに移し，蒸溜水300m!を加える。

3)ビーカーをお土 5
0

Cの水につけ， しばしば内容物をかき混ぜながら48時間処理

する。

4)あらかじめ恒量重量を測定したガラスろ過器に内容物を移し，蒸溜水で洗う。

5)抽出残留物の入ったガラスろ過器を105:t30Cで4時間乾燥し，デシケーター

で放冷して質量をはかる。

2-1・5 熱水可溶分

装置・器具

化学天秤，三角フラスコ，逆流冷却管，水浴，ガラスろ過器(るつぼ型1G3)， 

4 
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恒温乾燥機，デシケーター

操作

1 )試料約2gを正確にはかり，その絶乾質量を計算する。

2)試料を200ml三角フラスコに移し，蒸溜水100mlを加える。

3)フラスコに還流冷却管を付け，沸騰水浴中に深く浸す。

4) 3時間水浴を沸騰させた後，あらかじめ恒量重量を測定したガラスろ過器に内

容物を移し，熱水で洗う。

5)抽出残留物の入ったガラスろ過器を105:t30Cで4時間乾燥し，デシケーター

で放冷して質量をはかる。

に) 2-1-6 .1 %水酸化ナトリウム可溶分

¥.__ノ

装置・器具

化学天秤，三角フラスコ，水浴，ガラスろ過器(るつぼ型1G3).恒温乾燥機，

デシケーター，ピペット

試薬

1%水酸化ナトリウム.10%酢酸溶液

操作

1 )試料約2gを正確にはかり，その絶乾質量を計算する。

2)試料を200ml三角フラスコに入れ沸騰水浴中に深く浸し，ピペットで1∞mlの1%

水酸化ナトリウムを加え，よくかき混ぜ浸潤させて冷却管を付ける。

3)溶液を添加してから正確に 1時間沸騰水浴中に放置し，この間15分毎にフラス

コを軽く振り動かす。

4) 1時間経過後，直ちにフラスコ中の内容物をあらかじめ恒量重量を測定したガ

ラスろ過器に移し，静かに吸引しながら熱水300mlで数回に分けてフラスコ内を

洗う。洗液を 1回毎にガラスろ過器に注いで，アルカリ抽出残留物を完全に洗い

入れる。

5) 10%酢酸溶液50mlをガラスろ過器に注いで酸性とした後，約300mlの熱水で吸

引しながら洗う。

6 )アルカリ抽出残留物の入ったガラスろ過器を105:t30Cで4時間乾燥し，デシ

ケーターで放冷して質量をはかる。

2-1-7 アルコール・ベンゼン可溶分

装置・器具

5 



化学天秤， ソックスレー抽出器，フィノレターペーパー (No.84) ，恒温乾燥器，

デシケーター

試薬

アルコール・ベンゼン混合溶剤・エチルアルコール [JISK 8102エチルアルコール (95

容量%)(試薬)の 1級J1容と蒸溜して不揮発分を

除いたベンゼン [JISK 8858ベンゼン(試薬〉の 1

級J2容との混合溶剤

操作

1 )試料約 2gを正確にはかり，その絶乾質量を計算する。

2)試料をフィ Jレターペーパー (No.84)に移し，それをソックスレー抽出器抽出部

に入れるo :，_j 

3 )抽出フラスコにアルコール・ベンゼン混合溶剤を150m!入れる。

4)抽出器を組み立てて，水浴中に抽出フラスコの 8分固まで入る程度に入れて加

熱する。加熱程度は溶剤が弱く沸騰して約10分間に 1回，サイホン管を通じて還

流する程度とする。抽出は 6時間行う。

5)抽出が終わったらアルコール・ベンゼン混合溶剤を水浴上で蒸発させた後， 105 

:t 3 'cで4時間乾燥し，デシケーターで放冷して質量をはかる。

2-1-8 リグニン分析法

装置・器具

化学天秤，ソックスレー抽出器， ビーカー，丸底フラスコ，逆流冷却管，電熱器，

恒温乾燥機，デシケーター，ガラスろ過器(るつぼ型1G4)

試薬

アルコーlレ・ベンゼγ混合溶剤.アルコール・ベンゼン可溶分分析に用いるもの

72%硫酸溶液

エチルアルコール:JIS K 8102 [エチルアルコール (95容量%)(試薬)Jのl級

操作

1 )試料約0.5gを正確にはかり，その絶乾質量を計算する。

2)ソックスレー抽出器を用いて 6時間，アルコール・ベンゼン混合溶剤で樹脂分を

抽出し，抽出後アルコール，次いで蒸溜水で洗って溶剤lを除去する。

3)風乾脱脂試料を100m!のビーカー1<::移し，約20'Cの水浴中に置き，約20'Cの72

%硫酸15m!をガラス棒でかき混ぜながら徐々に添加する。内容物が均一になるよ

うにしばらく撹持した後，水浴内で4時開放置する。

一日 一
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4)これを 12丸底フラスコ中に蒸溜水560mlで洗い落とす。(このとき硫酸濃度は

3%となる〉逆流冷却管を付けて4時間部騰させる。

5)不溶解残留物を沈降させた後，あらかじめ恒量重量を測定したガラスろ過器 1

G4で吸引ろ過し， 500皿1の蒸溜水で洗う。

6 )残留物の入ったガラスろ過器を105:t3 'cで4時間乾燥し，デジケーターで放

冷して質量をはかる。

※リグニン含有率の算出 リグニン(%)Lは，次式により算出する。

残留物の質量
L = 一一一ー一一一一一一 x 1 0 0 

試料の絶乾質量

にノ 2-1-9 全セルロース分析法

) 

樹脂を除去した木材試料を塩素で処理し， リグニンと非セJレロース分の多くを除去

したもので，その主体はセルロースとへミセルロースより成っている。

装置・器具

化学天秤，ソックスレー抽出器， ビーカー，水浴，ガラスろ過器(るつぼ型1G1)，

恒温乾燥器，デジケーター

試薬

アルコール・ベンゼγul¥合液剤目アルコール・ベンゼン可溶分分析に用いるもの

0.5%塩酸， 3%亜硫酸水

2%亜硫酸ナトリウム溶液・ JISK 8061 [亜硫酸ナトリウム(無水)(試薬)Jの1級

0.1%過マンガン酸カリウム溶液・ JISK 8247 [過マンガ、パ竣カリウム(試薬)Jの1級

エチルアルコール・ JISK 8102 [エチルアルコール(95容量%)(試薬)Jの1級

操作

1 )試料約 2gを正確にはかり，その絶乾質量を計算する。

2)ソックスレー抽出器を用いて 6時間，アルコール・ベンゼン混合溶剤で抽出し，

抽出後アルコーノレ，次いで蒸溜水で洗って溶剤を除去する。

3)抽出済み試料を100mlビーカーに移し， 0.5%塩酸60mlを加え，室温で5分間放

置して塩素化を行う。

4)塩素化が終わったら，内容物をガラスろ過器に移し，蒸溜水で吸引装置を用い

て洗う。

5 )次に 3%!Il!硫酸水500ml，次いで蒸溜水500mlで洗う。

6)試料を100mlビーカーに移し， 2%亜硫酸ナトリウム溶液50mlを加え，時計皿

で覆い，沸騰水浴中で30分間加温する。その問，時々かき混ぜる。
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7)加温終了後，内容物を再びガラスろ過器に移し，熱蒸溜水200m!で洗う。

8)次いで冷蒸溜水50m!で洗い，内容物を室温に冷却し，再び前と同様な塩素化以

後の操作を行う。

9)内容物がかなり白くなって亜折感ナトリウム溶液を加えたとき，試料が一様に

わずかに着色を残す程度になるまでこの操作を繰り返す。

10)最終の亜硫酸ナトリウム処理及びその洗浄操作が終わった後， 0.1%過マンガ

ン酸カリウム溶液20m!を加えて10分間放置して漂白し， 3%亜硫酸水で無色にし

てろ過し，熱蒸溜水200m!で十分に洗う。

11)内容物を200m!ピーカーに移し，熱蒸溜水200m!を加え，沸騰水浴中で1時間加

熱して，残存する酸のこん跡を溶出させる。

同セルロースをガラスろ過器に移し，熱蒸溜水5伽 lを用いて十分に洗う。 υ 
13)次に95%アルコール50mlで洗い，ガラスろ過器を105土 3"Cで4時間乾燥し，

デシケーターで放冷して質量をはかる。

※全セノレロース含有率の算出 会セルロース(%)zは，次式により算出する。

セルロースの質量
z = x 1 0 0 

試料の絶乾質量

2-1-10 αセノレロース分析法

セルロースは重合度により α，β及び 7の名称が与えられているが，この区別は明

確ではない。およそ表 1のように17.5%アルカリに対する溶解度から分別されている。

装置・器具

化学天秤，ソックスレー抽出器， ビーカー，水浴，ガラスろ過器(るつぼ型1Gl)，

恒温乾燥器，デシケーター

試薬

アルコール・ベンぜン混合溶剤.アルコール・ベンゼン可溶分分析に用いるもの

0.5%塩酸 3%軍硫酸水

2%亜硫酸ナトリウム溶液:JIS K 8061 [亜硫酸ナトリウム(無水)(試薬)Jの1級

0.1%過マンガ椴刑判中容液:JIS K 8247 [過マンガ峨カリウム(試薬)Jの1級

エチルアルコール:JIS K 8102 [エチルアルコール (95容量%)(試薬)Jのl級

操作

1)全セルロース分析法により精秤したガラスろ過器の重量を正確にはかる。

2)内容物を200m!ビーカーに移し， 20"Cの17.5%水酸化ナトリウム溶液 25m!を

ピベットで加え， 20"Cの恒温水槽中につける。
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3)試料を均一に湿潤させて 5分間放置後，ガラス棒で試料を押しつぶし，十分に

解離させてアルカリ液の吸収を均一にする。

4)ビーカーを時計血でふたをし， 30分間放置する。

5)ガラス棒でかき混ぜながら200Cの蒸溜水25mlを注加する。

6)引続き 1分間かき混ぜた後， 20
0

Cの恒温水槽中に 5分間放置し，ガラスろ過器

で吸引ろ過する。

7)ろ液は元に返して再ろ過し， 5分以内に蒸溜水で洗浄する。

8)洗浄した残さに10%酢酸'40mlを注ぎ， 5分間放置後に吸引し，蒸溜水 1Aで洗

浄する。

g)ガラスろ過器を105:t3
0

Cで4時間乾燥し，デシケーターで放冷して質量をは

にJ かる。

※ αセルロースの算出 αセルロース (%)αは，次式により算出する。

αセルロースの質量
α=  x 1 0 0 

試料の絶乾質量

表 1 セルロースの分類

αセJレロース

βセルロース

7セルロース

重 合 度 I17.5%NaOH溶液に対する溶解性

約100以上

約100-10

10以下

不溶

可洛ただし酸性とすると析出

可溶，ただし酸性としても析出しない

に./ 2-2 供試芭蕉中の成分分析結果

芭蕉中の各分析結果を表2に示す。一般的に木材中の成分は，全セルロース含量は

50-60% (内 αセノレロース含量は30-50%)，ヘミセルロース含量は20-30%，リグ

ニン含量は20-30%，灰分は0.1-1%，冷水・熱水抽出物は 1-10%， 1 %水酸化

ナトリウム抽出物は10-30%である。この値と比較してみると芭蕉原木は，灰分及び

各抽出物は多く， リグニン含量は少ないことがわかった。また，皮の部位別にみてみ

ると，内皮に近づくほど全セルロース含量， αセルロース含量ともに多くなっている

が， リグニン含量は少なくなっている。このことから，セルロースの抽出には，外皮

よりも内皮の方が有効であることがわかった。

また，表皮と裏皮の成分の違いをみてみると，裏皮の方が全セルロース含量は多い

- 9 ー



が， αセルロース含量は表皮の方が多くなっている O これは，裏皮の方にアルカリで

抽出されたへミセルロース含量が多いためと考えられる。

表 2 芭蕉中の成分分析結果(%)

部位 水分 灰分
冷水 熱水 抄創aOHアルコー}(Itベン 全セル αセル

リグニン
抽出物 抽出物 抽出物 ゼン抽出物 ロース ロース

内皮 8.9 6.3 22.5 39.4 47.7 18.5 50.1 41.9 8.1 

中皮 14.6 6.4 30.6 44.1 54.8 21.4 48.1 39.7 16.5 

外皮 14.3 8.8 29.8 36.6 48.7 19.5 37.7 32.9 17.5 

表皮 10.4 8.5 26.0 36.5 37.2 16.0 30.3 29.4 11.3 

裏皮 11.2 21.1 37.1 39.5 59.9 17.4 36.9 21.0 7.7 

一一※表・裏皮:中皮の表及び裏皮 ※試料は乾燥後，粉砕機で細粉したもの

参考資料国産木材の分析結果(%) (8.高分子化学工業P672より〉

樹木 灰分
冷水 熱水 1 % NaOH 7)レコー)(Itベン

全セルロース リグ ζ ン
抽出物 抽出物 抽出物 ゼン抽出物

αセルロース

アカマツ 0.1""'0.4 0.5--0.9 1.6""'3.6 10.7""'24.5 1.9""'3.9 48.6--58.3 31.0--41.3 24.9--31.6 

ス ギ 0.3""'0.81.0--2.8 1.3--3.0 13.2--22.7 1.3""'5.0 49.0--56.6 33.1 --41.9 28.0--34.8 

プ

ナ

ナ 0.2""'1.00.6--3.0 1.5--3.6 15.7--19.8 0.6--3.8 51.9--61.2 40.7--45.9 18.3--24.2 

ラ0.1""'0.62.1""'5.0 3.3--8.0 14.9""'24.3 0.6""'1.0 50.4""'62.0 37.1--43.5 20.5--22.8 

注)全セルロースより以降の分析結果は，アルコーlレ・ベンゼン抽出済木粉に対する%

- 10 -
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3 粗繊維製造のための精練技術の開発(一次精練)

3-1 精練方法

一次精練としてアルカリ (NaOH)処理による海綿状の不要部の除去及び芭蕉

繊維となる有効部分の取り出しについて検討する。まず，実験の内容としてアルカ

リの濃度，処理時間の検討を行った。さらに，製紙用パルプ製造に用いられている

各種の蒸解法(ケミカルパルプ法)の適用を試みた。木材チップ中のリグニンその

他の繊維結合物を化学的に除去(蒸解)し，単繊維に離解させる方法がケミカノレパ

ノレ7
0

法である。使用薬品により亜硫酸パルプ法とクラフトパルプ法に大別されてい

る。更に蒸解の促進のため圧力を加えながらアルカリ処理と併用する加圧法につい

ても検討を行った。

に) 3-2実験

v 

3-2-1 試料の調製

機械絞り法(さとうきびに使用されるキピ圧搾機)により圧搾されたものを，約

2叫に切り十分混合してサンプリングした。

3-2-2 装置・器具

化学はかり， ビーカー，ガスコンロ，乾燥器，デシケーター

繊度測定器 (DCll-A)，万能引張試験機 (RTMー1∞)

3-2-3試薬

水酸化ナトリウム:JIS K 8576 [水酸化ナトリウム(試薬)Jの特級

亜硫酸水.市販品(試薬 1級)

亜硫酸ナトリウム溶液 JIS K 8061 [亜硫酸ナトリウム(無水)(試薬)Jの1級

硫化ナトリウム 市販品(試薬1級〉

3-2-4 効果の判定

1 )供試試料の重量に対して処理後の重量変化(減少率)を比較する。

2)リグニン含有量を分析することにより，不要昔日の除去の差を判定する。

3)芭蕉繊維の物性(繊度，強伸度〉を測定することにより処理前後の変化を比較する

繊度(デニーJレ〉

強力

伸度

:繊維の長さ9000m当たりの重量として算出する(単位 d)

:繊維の引張切断時の最大強さ(単位 g)

.繊維の引張切断時の最大伸び率(単位%)

(号l張切断時の最大長さ/試料長さ X100で表す)

強度 : 1デニール当たりの強力(単位g/d)(強力/繊度で表す)
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精練処理法の種類

1 )水酸化ナトリウム濃度別試験

2)水酸化ナトリウム処理時間別試験

3)亜硫酸処理法(亜硫酸及び亜硫酸ナトリウム処理〉

4)クラフトパルプ法(水酸化ナトリウム及び硫化水素処理)

5)加圧法(圧力鍋と水酸化ナトリウム処理を併用)

3-2-5 

.:J 

試験方法及び試験結果

水酸化ナトリウム濃度別試験

水酸化ナトリウムの濃度による違いが芭蕉繊維製造に及ぼす影響について検討した。

1) 1 gのビーカーに試料約10gを移し正確に試料の重量を測定した。

2)水酸化ナトリウムの濃度は.0%.0.5%.1%.2%.4%.8%.16%の7段階とした。

3)次に水5∞g(浴比50倍)を加え，ガスコンロを用いて弱火で3時間沸騰させた。

4)処理を終えた後約20-24時間流水中で水洗を行った。

5)水洗の後，乾燥機により80
0

Cで乾燥させ重量を測定した。

図1に，水酸化ナトリウム濃度別の芭蕉繊維の重量減少率及びリグニン含有量の

変化を示す。これによると，重量減少率では，水酸化ナトリウム濃度の増加にとも

なってわずかながら減少率も増加している。

しかし，リグニン含有量では.0.5%濃度でも処理効果は見られるが，高濃度に

しても含有率は低下せず. 2%濃度で効果が大きいことがわかる。

3-3 
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水酸化ナトリウム処理時間別試験

水酸化ナトリウムの処理時間による違いが芭蕉繊維製造に及ぼす影響について検討

3-3-2 

した。

1) 1 R.のビーカーに試料約10gを移し正確に試料の重量を測定した。

2)水酸化ナトリウムの濃度は. 1 %と 2%の2段階とし，処理時聞は. 0.5hr. 

1 hr. 3 hr. 8 hrの4段階とした。

3)次に水500g(浴比50倍)を加え，ガスコンロを用いて弱火で沸騰させた。

4) 処理を終えた後，約20~24時間流水中で水洗を行った。

5 )水洗の後，乾燥機により80
0

Cで乾燥させ震量を測定した。

図2に，水酸化ナトリウム濃度 1%及び2%において，処理時間別の芭蕉繊維の

重量減少率及びリグニン含有量の変化を示す。これによると，重量減少率において

水酸化ナトリウム濃度 1%. 2%の両方ともに，処理時間の増加につれて減少率も

多くなっている。また， リグニン含有量においては，水酸化ナトリウム濃度2%の

方が 1%の方に比べて若干含有量は少なくなっているが，水酸化ナトリウム 1%. 

2%ともに 1時間ほどで急激に低下し，処理時間が長くなっても含有量の変化は少

ない。処理時間については，長時間の必要はなく. 1時間で十分効果のあることが

) 

わかる。
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3-3-3 !II!硫酸処理法(亜硫酸及び亜硫酸ナトリウム処理)

亜硫酸と亜硫酸ナトリウムからなる液を用いての芭蕉繊維製造について検討した。

蒸解の基礎反応はリグニンのスJレホン化で，遊離の二酸化硫黄とリグニンが反応

してリグニンスルホン駿ができ，これが加水分解により低分子化し，ナトリウムと

反応して可溶性のリグニンスルホン酸ナトリウムとして溶出する。

1) 1 Eのビーカーに試料約10gを移し正確に試料の重量を測定したー

2 )亜硫酸の濃度は 3%ととし，亜硫酸ナトリウムの濃度を. 0 %. 1 %. 2 %. 

4%. 8%の5段階とした。

3)浴比は50倍で，ガスコンロを用いて弱火で 6時間沸騰させた。

4)処理を終えた後，約20-24時間流水中で水洗を行った。

5)水洗の後，乾燥機により80'Cで乾燥させ重量を測定した。

図3に，亜硫酸3%中における亜硫酸ナトリウム濃度別の芭蕉糸の重量減少率の

変化を示す。これによると.!II!硫酸ナトリウム濃度を増加しでも減少率に変化はみ

られなかった。また，その減少率もアルカリ処理に比べて半分程度にしかなってい

ない。この己とから亜硫酸処理の効果は認められなかった。

70 

減 60 

50 
少

4 

率 3 

2 
% 

1 。I 瞳覇，聾

H，SO， 
Na，SO， 未処理 水のみ 0.5 1.0 2.0 4.0 8.0 

1.0 2.0 4.0 8.0 

図 3 亜硫酸処理法別減少率

3-3-4 クラフトパルプ法(水酸化ナトリウム及び硫化水素処理〉

水酸化ナトリウムと硫化ナトリウムの混液で蒸解する。木材中のリグニンは高温

度においてアルカリ液で処理され，アルカリ性加水分解の結果， リグニン分子の一

部が分解しフェノーノレ性水酸基が増加してリグニンのアルカリ溶解度を増す。

1) 1 Eのビーカーに試料約10gを移し.正確に試料の重量を測定した。

2 )水酸化ナトリウムの濃度は 1%とし，硫化ナトリウムの濃度を. 0 %. 1 %. 
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2%， 4%，の4段階とした。

3 )浴比は50倍で，ガスコンロを用いて弱火で3時間沸騰させた。

4)処理を終えた後，約20-24時間流水中で水洗を行った。

5)水洗の後，乾燥機により80
0

Cで乾燥させ重量を測定した。

図4に，水酸化ナトリウム濃度 1%に対し硫化ナトリウム濃度別の芭蕉糸の重量

減少率及びリグニン含有量の変化を示す。これによると，重量減少率， リグニン含

有量ともに，硫化ナトリウムの添点目よりもアルカリの効果の方が大きいことがわかる。
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未処理

加圧法(圧力鍋と水酸化ナトリウム処理を併用)

加圧時の水酸化ナトリウムの濃度及び処理時間による違いが芭蕉繊維製造に及ぼ

す影響について検討した。

1) 1 Eのビーカーに試料約lOgを移し，正確に試料の重量を測定した。

2)水酸化ナトリウムの濃度は， 0 %， 0.5%， 1 %，の 3段階，処理時間は， 5min， 

10min， 20min， 30min， 60min，の4段階とした。

3)次に水500g (浴比50倍)を加え，ガ、スコンロを用いて弱火で沸騰させた。

4)処理を終えた後，約20-24時間流水中で水洗を行った。

5 )水洗の後，乾燥機により80
0

Cで乾燥させ重量を測定した。

図5に，水酸化ナトリウム濃度 0.5%及び 1%において処理時間別の芭蕉糸の

重量減少率を示す。これによると，重量減少率において水酸化ナトリウム濃度0.5%

1%ともに，急激な減少率の増加は5分程まででその後は緩やかな増加になっている。

加圧の効果については処理時間 5min-10minで十分であり，水酸化ナトリウム
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濃度差は少ないので，低濃度，短時間で処理効果を上げる一方法である。
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図5 加圧法水酸化ナトリウム処理時間別減少率

3-3-6 芭蕉繊維の物性測定

芭蕉繊維は，マニラ麻に似た多孔質な繊維構造であり，繊維の状態は 1本の原木

の場所によっても異なるが，芭蕉繊維の引張試験を行いアルカリ処理効果について

検討した。上述までの試料では，繊維長が短いのでローラー絞り法による圧搾乾皮

試料を用いた。

1) 1 R.のビーカーに約40cmの長さの試料約10gを移し，正確に試料の重量を測定

しfこ。

2)水酸化ナトリウムの濃度は， 0 %， 0.5%， 1 %， 2 %の4段階とし，処理時間

は， 0.5hr， 1 hr， 3 hr， 5 hr， 8 hrの5段階とした。

3)次に水500g(浴比50倍)を加え，ガスコンロを用いて弱火で沸騰させた。

4)処理を終えた後，約20-24時間流水中で水洗を行った。

5)さらに水中で解かしながら繊維の方向を揃えて単繊維と判断される繊維を引き

出して自然乾燥させた。

6)繊度調I定器により繊維の繊度を測定した。測定回数は l本で10回ずつ， 5本の

サンプルについて行った。測定条件(測定長は 5cm，荷重は 2-4g) 

7)万能引張試験機により繊維の強力及び伸度を測定した。測定回数は10回|行った。

測定条件(測定長は 5cm，最大荷重は500-1000g)

図6に，水酸化ナトリウム濃度は， 0.5%， 1 %及び 2%において処理 1時間に

おける芭蕉繊維の強度及び伸度を示す。これによると濃度が高くなると強度，伸度
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¥...) 

強

度

共に低下していることがわかる。高濃度になるだけ繊維へのダメージが強くなるこ

とがわかる。

7 4 

醸自
伸

5 

臨調 i議議1 麟iト---1瞳 度

3 

2 l 闘強度

(g/d) 1 (%) 
一伸度。 。

未処理 0.5 1.0 2.0 

NaOH濃度(%)

図6 水酸化ナトリウム濃度別強度及び伸度

3-4 考察

これらの試験結果より，アルカリによる処理濃度，処理時間についてはアルカリ

の低濃度でも，煮沸後の短時間で柔らかい肉質部等の溶解が起こり，重量減少率の

急激な増加につながるものと考えられるが，全体の傾向としてはアルカリ(水酸化

ナトリウム〕処理による不要部の除去はアルカリ濃度，処理時間にさほど影響され

ないことがわかった。

しかし，実験時の現象として芭蕉繊維の引張試験用サンプルの採取時には，処理

時間3時間以上の試料や 2%濃度の試料では，繊維が簡単に切れてしまい測定サン

プルの採取が函難であった点が上げられる。この点から繊維の強度や伸度の低下な

どを考慮してみると7)レカリ(水酸化ナトリウム〉処理最適条件としては，アルカ

リ濃度 1-2%，処理時間1時間で十分であるといえる。

また，製紙用パルプ製造に用いられている各種の蒸解法(ケミカノレパルプ法)の

適用を試みてはみたが，効果はなかった。

さらに，加圧を行う方法は低濃度，短時間で 1次精練を効果的に行うたrめの方法

として有望であるが，処理条件等，今後更に継続して条件設定していくことが必要

である。

なお，今回の試験のように化学的処理を主としての繊維解織では，十分な不要分

除去は期待できないので繊維の機械的解織法との併用を行う必要があることが言える。
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4 高純度繊維製造のための精練技術の開発(酵素利用二次精練)

4-1 供試試料

酵素処理で使用した試料は一次精練 (NaOH水溶液中で煮沸〉後の芭蕉を水洗，

乾燥させたものを使用した。この試料を10-15gづ、つ分けて 1P.の酵素溶液中に浸

して実験を行った。

4-2 実験方法

1 )酵素溶液の調合

所定のpH値を持つ緩衝液の調合， pH3目5-5.0では

酢酸+酢酸ナトリウム擦液を5.0-8.0では水酸化ナト

リウム+リン酸ーカリウム溶液を使用した。この緩衝

液に酵素を入れて酵素溶液を作製し，酵素濃度は重量
酵素溶液の調合

比で計算した。

2)処理方法

酵素溶液 1P. をビーカーに取り，その中に約1か~15g

に分けた試料を入れ，所定の温度，時間で酵素処理を

行った。温度の設定は50
0

C以下ではインキュベータへ

それ以上では恒温摘を使用した。また酵素による処理

だけでなく振動，超音波発振等の処理実験も行い，こ

れらを併用する時は酵素処理の後1時間処狸を行った。

3)水洗

酵素処理を終えた試料は，水道水でよく酵素溶液を

洗い落とし，その後流水中で約お~包4時間水洗を行った。

4)乾燥

水洗の後，熱風乾燥器により乾燥した。

乾燥の条件は約800C，2時間とし，水分含有率を95-

98%程度になるまで乾燥を行った。

5)重量測定

乾燥した試料の 1-2gをサンプルとして取り出し

て水分含有率を測定し，正味の乾燥重量を算出した。

下に乾燥重量を算出する式を示す。

正味の乾燥重量 (g)

=乾燥させた後の重量×水分含有率
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6 )減少率の算出

酵素の効果を見るデータとして重量の減少率を測定した。

この値が大きいほど酵素の効果が大きいと見ることができる。酵素処理による減少

率を算出する式を下に示す。

処理前の乾燥重量 (g)ー処理後の乾燥重量 (g)
減少率(%)= ._-... .- -:::-=~:::...._..:.~ ::..， - --.. x 100 

処理前の乾燥重量 (g)

4-3 実験内容

4.3-1 酵素別の減少率

酵素の違いによる減少率の変化を見るためフラックスザイム， ウルトラザイム，

α アミラーゼの 3種類の酵素を用いて比較実験を行った。それぞれの処理条件は

文献等で調べて適当と恩われる値を設定した。但し処理時間は全て同じ時間とした。

また使用した試料の一次精練における条件はNaOH1%.処理時間 1hで精練後

更に手探みをしたものである。表3に各酵素の性質，酵素処理条件を示す。

表 3 各酵素の性質及び処理条件

酵素処理条件
酵素名 主活性

酵素濃度 処理温度 処理時間pH 

フラックスザイム
ベクチナーゼ
セルラーゼ 4.5 0.4% 45

0C 8 h ※ 
ヘミセルラーゼ

ウルトラザイム※ ベクチナーゼ 4.5 0.4 40 8 

α-7ミラーゼ 今一一一一 8.0 0.3 80 8 

※EPは商品名

4-3-2 処理条件の変化による減少率

4-3-1により芭蕉繊維に対し効果的であると恩われる酵素を選定した後，処理条

件の違いによる減少率の変化を見るため以下の4条件を変化させて減少率の変化を

見た。

使用した試料の一次精練における条件はNaOH1 %.処理時間 1hである。

1) pH 

2)酵素濃度

3)処理温度

4)処理時間
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4-3-3 併用した処理方法別減少率

酵素による処理のみでなく以下に記す方法を併用した場合の減少率を測定した。

使用した試料の一次精練に於ける条件はNaOH1%，処理時間 1hで精練を

専用の機器で行った。

1 )振とう処理:100回/分の水平振とうにより試料を振とうさせた。

2)超音波処理:1万HZの超音波により試料を処理した。

3)溶液撹持・マグネティックスターラーで溶液を撹持した。

4-4 実験結果

4-4-1 酵素)JIJの減少率

使用する酵素を選定するためフラックスザイム，ウルトラザイム， α アミラーゼ (' ¥ 

の3種類の酵素を使用し酵素処理実験を行った。実験の結果を図8に示す。'-〆

フラックスザイムとウルトラザイムがほぼ同程度の減少率を示すのに対して α

アミラーゼは著しく劣る。またコスト的にはブラックスザイムが最も安価でありウ

ルトラザイム， α アミラーゼはかなり高価である。
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円
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判

図

スクジ-フフ αーアミラーぜ

次に酵素による繊維の物性への影響を調べるため引張試験を行った。引張試験の

結果を図9に示す。ブラックスザイムが最も引張強度の低下が大きかった。この事

は繊維を傷め易いと言えるが逆にこれを適度に調整することにより風合いや，紡績

のしやすさ等の改善ができると考えられる。
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4-4-2 処理条件の変化による減少率

フラックスザイ Aを使用し，条件を変えて行った酵素処理実験の詳細を下に示す。

1) pHを変化させたときのグラフを図10に示す。

減少率は pH4.5付近で最大値を示した。しかし多少 pHの変動があっても減少

率はそれほど大きく変動しない。従って， pH値の管理は4.5前後であれば多少の

変動は許容される。しかし酵素はその性質上大きく pH値が変わるとその効果を

失ってしまう可能性があるので注意する必要がある。

2)酵素濃度を変化させた時のグラフを図11に示す。

酵素濃度は高ければ減少率も高くなる傾向にあると言える。しかしある程度(フ

ラックスザイムの場合0.3%前後)濃度を高くすると減少率は頭打ちとなりそれ

以上濃度を上げても効果はなくなる。また補助的な実験として普通の状態の試料

と細かく裂いた試料の酵素処理実験をして比較してみたが，減少率にはそれほど

差がみられなかった。これらの事から試料は，ある程度酵素溶液が浸透していれ

ば充分に効果があり，酵素濃度や浴比は必要以上に大きくとる必要はないことが

わかった。

3 )処理時間を変化させた時のグラフを図12に示す。

処理時間が長くなればほぼそれに比例して減少率も高くなる。しかしより長時間

処理を行うと酵素がその効果を失い，減少率も一定になると思われる。また実際

処理を行う場合あまり長時間府うのは効率が悪く，樹監を傷めてしまう恐れがある。

4)処理温度を変化させた時のグラフを図13に示す。

ある程度高温を保たねば減少率は低下してしまう。しかし，あまり高温にすると

酵素はその性質を失ってしまうので温度管理は注意を要する。

1
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図11 酵素濃度と減少率の関係
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図12 処理温度と減少率の関係
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図13 処理時間と減少率の関係

併用した処理方法別減少率

酵素処理に併用して行った処理方法の結果を図14に示す。

ロ

40 

処理条件

酵素濃度0.4%

pH 4.5 

ロ
処理温度35

0

C

+: 
処理混度45

0
C

実験の結果は振とう，溶液撹祥，併用処理無し(酵素濃度0.4%)，超音波発振，

併用処理無し〔酵素濃度0.0%)の順となった。振とう，溶液撹枠には効果が顕著

に現れたが，超音波発振はあまり効果は認められなかった。これらの処理は18h中

1 hだけ常温中で処理を行っただけの結果なので温度を最適に調整し，より長時間

行えばより顕著に効果があるものと思われる。

また，これらは単に減少率を向上させるだばでなく処理時間の短縮による酵素の

繊維への悪影響抑制，酵素効果のむらを無くす等の効果が期待できる。実際の処理

の方法としてはポンプによる溶液の撹梓，芭蕉の手探み，容器自体を振動させる等

の方法が効果があると恩われる。
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4-5 考察

これらの実験より，フラックスザイムを使用して酵素処理を行う場合 pH4.5，

処理混度'45
0

C，酵素濃度0.4%付近が最適な条件であると言える。処理時間につい

ては長ければ長いほど減少率は向上するが繊維の劣化を考えるとむやみには長くで

きない。これに対しては振とう，手探み等の処理を併用して行えばより短時間に大

きな効果が得られ，繊維の劣化防止に応用できることがわかった。またこのときに

pH，処理温度の変動幅が極端に大きくなると酵素の効果が失われる可能性がある

ので注意しなくてはならない。

これらの実験より酵素処理の効果として以下の事が述べられる。

1け)一次精練により除去しきれなかつた不要分の除去

今回はフラツクスザイムを主に使用したが今後も色」々旨な穏類の酵素，使用条}戸

件等の研究により，酵素精練法には更に大きな効果が期待される。また酵素処

理における減少率を高めることができれば一次精練に依存する割合が減少し，

その煮沸に使うエネルギーの減少，繊維の劣化防止等が期待できる。

2)繊維の物性，風合いの改善

今回使用したフラックスザイムの場合必要以上に酵素溶液に浸していると繊

維も傷めてしまう。しかし酵素の効果をある程度抑えることにより繊維の柔軟

化を図ることができる。更にこれを一歩進めて使用する酵素の種類，処狸時間，

処理温度，酵素濃度， pH等の諸条件を適切に制御する事により風合いの改善

や紡績性の向上が図れる。
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5 芭蕉繊維の漂白技術の開発

5-1 漂白方法

繊維は，それ自体の色素で織物を構成する場合とまた染色など後の加工を施すこと

によって，織物を構成する場合の二通りがあり，後者では染色ができるように繊維自

体の色素を抜き取る必要がある。色素を抜き取ることによって，あらゆる染色が可能

になり製品の付加価値が高くなる。本研究では，還元漂白のハイドロサJレファイト，

酸化漂白の過酸化水素水，次亜塩素酸ナトリウムの 3種類について試験し，東京電色

のカラーアナライザーで明度 (L)を測定した。

5-2 実験

¥__) 5-2-1 繊維試料

υ 

芭蕉をアJレカリ処理(水酸化ナトリウム 1%溶液で煮沸 1時間後，水洗，乾燥)

さらに酵素一昼夜処理し，乾燥した100gの中から約 1gず‘つに分けて使用した。

5-2-2 試 薬

ノ、イドロサノレファイト，次亜塩素酸ナトリウム(有効塩素10.2%).過酸化水素水

(30%)は市販品の試薬一級品を使用した。界面活性剤(アゾリン)は市販品を使用

した。その他の薬品については市販の試薬特級品を使用した。

5-2-3 ハイドロサノレファイト

漂白処理に先立つて，次の条件を選定した。浴比は試料の大きさから 1: 2∞とした。

処理濃度はo%. 0.1%. 0.2%. 0.5%. の水溶液とし，処理温度は2O'C.50'C. 70'C. 

85'C. とした。また処理時聞は 1分. 5分. 10分間とした。試料約 1gを処理終了

後，水洗を行い.2.5g/eのアゾリン溶液に10分間浸漬後，さらに 1eの水で 3回

繰り返し水洗した後.60'Cの温度で 1時間乾燥した。

5-2目4 次亜塩素酸ナトリウム

漂白処理に先立って，次の条件を選定した。浴比は試料の大きさから 1: 2∞とした。

処理濃度はo%. 0.3%. 0.5%. 1.0%の水溶液とし，処理温度は20'C.30'C. 50'C. 

70'Cとした。また処理時間は10分.20分.40分.90分間とした。試料 1g処理終了

後，亜硫酸ナトリウムO目1%溶液中で10分間脱塩処理を行った。脱塩処理後，水洗を

行い.2.5g/eのアゾリン溶液で10分間浸潰し，さらに 1e水で 3回繰り返し水洗

した後.60'Cの温度で 1時間乾燥した。

5ふ 5 過酸化水素水

漂白処理に先立って，次の条件を選定した。浴比は謝料大きさから 1: 200とした。

処理濃度は 0%.0.3%. 0目5%.1.0%. 2.0%の水溶液とし，処理時間は20分.41扮，

25 



80分.120分間とした。また反応促進剤として0.1gのケイ酸ナトリウムを加え，試

料 1g処理終了後，水洗を行い.2.5 g/.eのアゾリン溶液で10分間浸潰し，さらに

1 .eの水で 3回繰り返し水洗した後.60'Cの温度で 1時間乾繰した。

5ふ 6 漂白処理前と漂白処理後の比較

試料は，漂白処理前の二次精練後の繊維を用い，また処理後繊維としてそのまま

使用し，両者の明度 (L%)を東京電色のカラーアナライザーで測定した。また処理

前繊維の明度 (AL%)と，処理後繊維の明度<BL%)の差を求め漂白率(ムL%)

とした。

漂白率(ムL%)=処理後明度 (BL)ー処理前明度 (AL)

5-3結果

5-3-1 ハイドロサJレファイトと濃度

漂

白

率

ム
L 
% 

処理濃度と漂白率の関係を図15に示す。処理温度，処理時間を一定にし，処理濃

度と漂白率の関係では，濃度を 0%から5.0%までの条件で調べたが. 0%から0.5

%までについては濃度に比例し漂白率は高くなった。しかし0.5%から5.0%につい

ては，濃度に関係なく，ほぼ，一定であった。

25 
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20 処理温度
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図15 濃度と漂白率の関係
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5-3-2 ハイドロサルファイトと温度

処理温度と漂白率の関係を図16に示す。処理温度，処理時間を一定にし，処理温

度と漂白率の関係では，温度を200Cから850Cまでの条件で調べたが，温度の上昇に

比例し，多少のバラツキは見られるが漂白率は高くなった。

25 

漂 処理条件

20 処理濃度

白 :0.5% 
15 

口

率 処理時間

10 ロ 5分

) ム
L 5 
% 

口。
20 40 60 80 

温 度 (OC) 

図16 温度と漂白率の関係

5-3-3 ハイドロサルファイトと時間

処理時間と漂白率の関係を図17に示す。処理濃度，処理温度を一定にし，処理時

間と漂白率の関係では，時間を l分から10分までの条件で調べたが，時闘を長くする

ことによって漂白率は，徐々であるが高い傾向を示した。

25 

漂

u 20 

白

15 

率

10 

ム 口

L 5 
% 

。
l 3 5 7 9 

時 問 (分)

図17 時間と漂白率の関係
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5・3-4 次亜塩素酸ナトリウムと濃度

処理濃度と漂白率の関係を図18に示す。処理温度，処理時聞を一定にし，処理濃

度と漂白率の関係では， 0%から 2%までの条件で調べたが， 0.1%から1.0%の漂

白率は大きな変動はなく， 1.0%から2.0%の濃度においては比例して若干高くなった。

25 

漂

20 

白

処理条件

15 

処理温度

率

10 

70 'c 

ム

口 処理時間

L 5 
% 

y口/
ロ

10分

。
、J

。 0.4 0.8 1.2 

濃度(%)

図18 濃度と漂白率の関係

1.6 2 

5-3-5 次亜塩素酸ナトリウムと温度

処理温度と漂白の関係を図19に示す。処理濃度，処理時闘を一定にし，処理温度

と漂白率の関係は， 20'Cから70'Cまでの条件で調べたが，温度の上昇に比例して漂

白率は70'Cで21%と高い値を示した。
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10 ~口
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処理条件

処理濃度 v 、

0.5% 

処理時間

10分

潔

20 

白

率
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Fhυ 

ム
L
% 。

20 40 

温度 ('C)

図19 温度と漂白率の関係
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5-3-6 次亜塩素酸ナトリウムと時間

潔

自

率

ム
L 
% 

処理時間と漂白率の関係を図20に示す。処理濃度，処理温度を一定にし，処理時

間と漂白率の関係は.10分から80分までの条件で調べたが，時間による漂白率の依

存度は，多少のパラツキはあるがほぼ一定である。

25 

20 

15 

10 
ロ

ロ ロ

。
10 30 50 

時 間 (分〉

図20 時間と漂白率の関係

口

70 

処理条件

処理濃度

0.5% 

処理温度

70
0

C 

5-3-7 過酸化水素水と濃度

漂

白

率

ム
L 
% 

処理濃度と漂白率の関係を図21に示す。処理温度，処理時間を一定にし，処理濃

度と漂白率の関係では. 0%から2.0%までの条件で調べたが.0.3%から2.0%の漂白

率に大きな変動はなくほぼ一定であった。

25 

20 

15 

10 

5 
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図21 濃度と漂白率の関係
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ふ3-8 過酸化水素水と温度

処理温度と漂白率の関係を図22に示す。処理濃度，処理時間を一定にし，処理温

度と漂白率の関係では， 200Cから700Cまでの条件で調べたが，温度の上昇に比例し

て漂白率は700
Cで20%と高い値となった。

25 

漂

20 

白

15 

率
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ム
L 5 
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。

-----
20 

----------
----------

40 60 
温度 ("C)

図22 温度と漂白率の関係

5-3-9 過酸化水素水と時間

処理条件

処理濃度

0.5% 

処理時間

20分

処理時間と漂白率の関係を図23に示す。処理濃度，処理温度を一定にし，処理時

間と漂白率の関係では， 20分から120分までの条件で調べたが，時間による漂白率の

依存度は多少のパラツキはあるがほぼ一定であった。
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5-4考察

5-4-1 ハイドロサルファイト

濃度の影響は小さく，処理温度，処理時間による影響が大きいことが分かつた。

5-4-2 次亜塩素酸ナトリウム

処理濃度及び処理時間の影響は小さく，処週温度による影響が大きいことが分かった。

5-4-3 過酸化水素水

処理濃度，処理時間による影響は小さく，また処理温度による影響が大きいことが

分かつた。

5-5 精練漂白による芭蕉の成分変化

υ 芭蕉原木からの精練(一次糊，二次精練，漂白処理)鳴られた精練漂白芭蕉の

成分分析を行った結果を表4に示す。

，，__) 

これからわかるように，灰分においては処理前 12.3%が精練漂白後には1.0%.

アルコール・ベンゼン可溶分の油脂・色素分は. 18.5%-21.4%が6.3%. リグニン含有

率は8.1%-17.5%が5.9%とそれぞれ減少している。

また，全セルロース含有率は. 37.7%-50.1%が 86.0%. αセJレロース含有率は

32.9%-41.9%が84.1%にそれぞれ大きくなっている。

以上のことから，精練漂白による不純物，不要部の除去及び芭蕉繊維となる有効部

分(主としてセルロース〉の取り出しに効果が大きいことがわかった。

表4 芭蕉精練漂白前後の成分分析

担.IJ 定 項 自 未 処 理 精練漂白後

水 分 10.0 8.7 

灰 分 12.3 1.0 

アルコーノレ・ベンゼン可溶分 18.5-21.4 6.3 

グ ン 8.1-17.5 5.9 

全 セ Jレ ロ ス 37.7-50.1 86.0 

α セ lレ ロ ス 32.9-41.9 84.1 
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6 紡績・試作

6-1 芭蕉繊維製造工程

図24にあるように原木伐採からローラーカードまでの工程を当センターで行い，糸

製造は紡績工場の方へ委託した。

一次精練，二次精練の終わった芭蕉繊維をライトシリコンで柔軟処理し，サンプル

オープナーによって関織・除塵，さらにローラーカードで不用短繊維の除去・繊維配

列の平行化を行った。このラップ状の芭蕉繊維を紡績工場でラミーと混紡し芭蕉・ラ

ミー混紡糸を製造した。

原木伐採

圧 搾

r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-t-ー一一一ーーーーーー一一一ー一一一一一一一一一一一、

次精練
アルカリ処理

(水酸化ナトリウム 1-2%)

次精練
酵素処理
(ブラックスザイム 0.4%)

次亜塩素酸処理

i(次亜塩素酸ソーダ0.5%)
漂 白

|ライトシリコン処理

| (ライトシリコン90-F3%，15h) 
柔 軟 理処

サンプJレオープナー !関織・除塵

ローラーカード |不用短繊維除去・繊維配列平行化

紡績工場 (有)開聞繊維工業(鹿児島県指宿郡〕

芭蕉ラミー 混紡糸

図24 芭蕉繊維製造工程
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6-2 芭蕉・ラミー混紡糸物性測定

6ふ 1 測定項目

1 )重量(番手，繊度①デニール〕

初期術重10g/1本の条件下で試長 1mで切断， 30個の試料を島津製・直示天

秤で秤量し9，000m相当に換算する。

番手の場合は，麻番手=(L/W) x (454/274) 

綿番手=(L/W) x (454/768)で表している。

(L=長さメート Jレ， W=重さグラム)

2)繊度②

) サーチ社製・オートパイプロ式繊度測定器伽ier comp脚 r DCー11で

ー¥

¥...) 

初荷重20g/1本の条件で太い部分と細い部分を測定

3)強力 (g) ・{申度(%)

ツェlレヴェガ一社製・ウスターオートマチックヤーンストレングテスタで試長50侃，

初荷重5g/l本の条件で測定

4)強度 (g/d)

1デニール当りへの換算

5)撚数 (T/m)

敷島紡績社製・ AUTOMATIC TWIST COUNTER TC-50で試長50岨，

初荷重15g/1本の条件で測定

6)毛羽数

敷島紡績社製・光学式毛羽カウンター F-INDEX TESTERで試長

1m闘での 1凹以上の毛羽本数を測定

なお，試験はすべて，温度 25土 2'C，湿度65士 2%で行った。
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6-2-2 結果・考察

測定項目 表示番手 実測番手 織度① 織度② 強力 強度 伸度 撚り数 毛羽数

試 料 デニーノレ デニーJレ g g/d % T/m n/m 

芭蕪ラミー
33 (麻)

34.5 (麻〉
431 

246.5 
486.5 1.13 2.7 

491 
264 

混紡糸 12.3 (綿〉 420.1 (Z) 

ガス綿糸 80/28 
105 (麻)

145 142 534 3.76 6.9 
1066 

7 
37.4 (綿) (Z上)

測定機器 直島示津製天秤
島津製 繊度 ヤーンストレ ヤ-yストレ 自動 毛羽

直示天秤 測定器 検撚、機 試験機ングテスタ ングテスタ

表5 芭蕉・ラミー混紡糸物性測定結果(比較資料としてガス綿糸80/2sのデータを付記)

今回試作した芭蕉・ラミー混紡糸の番手は麻番手の33番であるが， 1mあたりの

重さを測定した値から換算した番手数は34.5番 (431デニール)であった。繊度測定

機で測定した結果では，細いところが60.4番 (246，5デニーJレ)，太いところで35.4番

(421デニ-)レ)と大きなパラツキがあった。これは紡績工程において繊維の平行度

を高め，長吉を均一にそろえるコーミングという工程を省いたため，節の多い糸と

なったからである。

強伸度を見てみると，強度 (g/d)が1.13g/dであるがこれも糸ムラがあるため

に細い部分からの破断によってこのような小さな値となっている。

{申度も2.7%と，同じ紡績糸であるガス綿糸の仲度 (80/2sで6.9%)と比べて

も小さい。この強伸度から，今回の芭蕉・ラミー混紡糸を経糸として使用した場合，

糸切れや張力不足など，製織における困難が予想される。

毛羽数に関しても紡績後のガス焼きを行っていないため， 1阻以上の毛羽が 1m

間に264本と多くなっている。

6-3試作

6・3-1 試作一 1

1 )使用原料糸

経糸

緯糸

2)織上布規格

組織

簸密度・幅

40g/2500m 練絹糸(未染色)

芭蕉・ラミー混紡糸(未染色〕

平織り

15.5算 41.3c皿 (2本/1羽)
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6-3-2 試作一 2

1 )使用原料糸

経 糸 40g/25∞m 練絹糸(未染色糸，薄藍染糸，藍染糸，濃藍染

糸をそれぞれ20枠ずったてて経縞模様に整経)

緯 糸 芭蕉・ラミー混紡糸(未染色，藍染糸〉

2)織上布規格

組 織平織り

簸密度・幅 15.5算 41.3cm (2本/1羽)

3)緯糸織込み 未染色糸と藍染糸を 2本ずつ交互に織り込む

6-3-3 試作一 3

1 )使用原料糸

経 糸 40g/2500m 練絹糸(未染色糸，薄藍染糸，藍染糸，濃藍染

糸をそれぞれ20枠ず、ったてて経縞模様に整経)

緯 糸 芭蕉・ラミー混紡糸(未染色，薄藍染糸，藍染糸，濃藍染糸)

2)織上布規格

組 織平織り

筏密度・幅 15.5算 41.3cm (2本/1羽〉

3 )緯糸織込み 未染色糸と薄藍染糸，藍染糸，濃藍染糸を2本ずつ交互に織り

込む。(それぞれ3四幅)

6-3-4 試作布測定結果

試作 1 試作一 2 試作一 3

経糸密度 31本/c皿 31本/叫 31本/叩

緯糸打ち込み本数 19本/c皿 19本/ω 18本/cm

織り上がり幅 40.5cm 40.5叩 40.5ω 

厚 さ 0.33阻 。目33醐 0.35胴

芭蕉・ラミー混劫糸を緯糸とし，経糸に大島紬用絹糸 (40g /2500m)を使用し

て製織し，ワイシャツときものに仕立てたが，平滑で光沢のある製品にするために

は，糸ムラをなくすとともにガス焼きなどの処理が必要である。また，紡績後の糸

に糊付け加工等を施すことによって，夏物着尺用としてシャリ感のある糸の製造も

可能である。
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2.植物染料 染 色 試 験

西決造 山下宜良 赤塚嘉寛※藤原久美子

l はじめに

最近は自然ブーム・健康指向ブームが生活の中に浸透してきでおり，それも今まで

の薬づけ，合成調味料，添加物などの化学物質による副作用・公害問題に人々は気づ

き，自然への回帰や健康への願望は強くなっている。

古代から伝わる自然の恵みに関心が寄せられ，自然食品とか，天然繊維・天然染料

に対する人気が高まっているので，奄美に自生している植物染料の色素を抽出して，

草木染め紬の拡大を図る為に毎年3-5種涯の植物で染色試験を行っているが，本年

は5種の植物染料染色試験を行った。

2 実験方法

( 1 )植物名

ブッソウゲの花 HibiscusRosa-sinensis L. あおい科 ふょう属

サトウキピの葉 Saccharumsinense Roxburgh いね科 さとうきび属

フカノキの葉 Schefflera octophylla うこぎ料 ふかのき属

クサギの禁 Clerodendron tr官hotomumThunb. くまつずら科 くさぎ属

センネンボク Cordiline frutecosa A.chival ゆり科せんねんぼく属

(2 )植物煮出し時間

花: 30min 葉: 60min 幹 6hr 

( 3 )媒染斉IJ

A: 無媒染 B: 酢酸アルミニュウム 5g/R-

〈子 C 酢酸銅 5g/R- D 木酢酸鉄 2 cc/ R-

E: 泥回 F: 酢酸クロム 5g/R-

(注)クロム媒染は煮沸 30分他は常温媒染

(4)染液取り出し:量

花・葉: 8 R-/kg 幹・ 3 R-/kg 

( 5 )染色方法

① A法熱液染法

熱 (60min)ー→水洗ー・媒 (180min)一ー水洗ー+熱 (60min)一-
水洗ー+媒 (180min)ー+水洗

② B法泥染め染法

熱石2g/R-染染染石 3g/R-染染染石 1g/ R-染染染乾

※平成元年度伝習生
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媒 (180皿in)ー→水洗

熱 (60min)一一水洗一一→媒 (180min)ー→水洗

(注) 染: 浴比 8倍，常温でもみ染め

石: 石灰液でもみ染め

熱: 浴比 50倍，煮沸染色

媒: 浴比 50倍， 180分浸漬

(6)堅ろう度試験

① カーボンアーク灯光に対する染色堅ろう度試験 (JISL0842-1988)

試験機サンシャイン スーパーロングライフ ウエザメータ

WEL-SUN-TC型を使用した

②汗に対する染色竪ろう度試験 (JISL0848-1978)

汗試験 Aー1号法 にJ
③摩擦に対する染色堅ろう度試験 (JISL0849-1971)

摩擦試験機I裂で乾摩擦試験を行った

④熱湯に対する染色堅ろう度試験 (JISL0845-1975)

熱湯試験ビーカ法(1号)で試験した

3 結果

植物染料染色の堅ろう度と色彩は表のとおりである。

4 まとめ

媒染剤別では銅媒染は耐光は堅ろうであったが，汗には弱かった。クロム媒染は

全般的に優れていた。

プッソウゲの花の染色では他の草木染めではだせないようなあじわいのある色彩

を染色することができたが堅ろう度がやや砲初であった。 o
ドラセナ(幸福の木〉での染色は淡色系統の色目で竪ろう度は優れていた。

媒染剤，染色法を勘案して染色することにより 5種類の植物ともに草木染め独特の

色彩を得ることができ，草木染め紬造りの為の資料を拡大することができた。

文献

大島紬技術指導センター 業務報告(昭和60年度) P80-84 

大島紬技術指導センター 業務報告(昭和62年度) P57-63 

大島紬技術指導センター 業務報告(昭和63年度) Pl-5 

原色日本植物図鑑
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表 植物染料の堅ろう度と色彩

染 植 染 媒 耐光 摩擦 汗堅 ろ つ 度 (級) 熱湯竪ろう度
増

色相 明度 彩

堅 堅 酸 性 アルカリ性 (級) 量
物 色 染 ろ ろ 度 色 名 (慣用名)

つ つ 変 汚 染 変 汚 染 変 汚 染 率
度 度 退 退 退

H V/C 料 名 法 *'1 (級)(級) 色 絹 車高 色 車目 綿 色 絹 高田 % 

A 5 5 4 -5 4 -5 5 5 4 -5 4-5 5 4 -5 5 3.8 1.48Y 8.29/1.57 pale BEIGE /うすいベージュ

ド
A B 5 -6 5 4司 5 4 -5 5 5 4 -5 4 -5 5 5 5 4.1 0.92Y 8.33/1.81 pale BEIGE /うすいベージュ

C 4 -5 5 4 3 4 -5 4 3 4 5 4 5 5.0 6.39Y 7.34/1.75 grayish YELLOW /利休白茶

D 5 4 4-5 4 -5 5 5 4 -5 5 5 4 -5 5 3.6 1.83Y 7.11/1.74 grayish YELLOW /砂色

フ 法 E 5 -6 3 4 -5 4 -5 4 -5 5 4 -5 5 5 4 -5 5 5.3 2目04Y 7目35/1.61 grayish YELLOW /砂色

F 5 5 5 4目 5 5 5 5 5 5 4 -5 5 7.6 4.59Y 7.40/1.38 grayish YELLOW /利休白茶

A 3 5 5 4 -5 5 5 4 -5 4 -5 5 4 -5 5 2.8 0.37Y 8.01/1.76 BEIGE /ベージュ・白茶
セ B B 3 -4 4 -5 5 4-5 5 5 4 -5 5 5 4 -5 5 7.4 0.85Y 7.81/2.34 BEIGE /ベージュ・自茶

1i 
C 5 4 -5 3句 4 3 4 4 3 3 -4 5 4 4 -5 5.2 5.02Y 6.85/2.23 grayish YELLOW /枯草色

D 4 -5 4 4-5 4 -5 4 -5 5 4 -5 4 -5 5 4 5 3.2 1.75Y 7.20/1.76 grayish YELLOW /砂色
ナ 法 E 5 -6 3 -4 4 -5 4目 5 4 -5 5 5 5 5 4 -5 5 3.8 1.60Y 7.27/1.49 grayish YELLOW /砂色

F 4 -5 4 -5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 7.1 5.23Y 7.23/1.45 grayish YELLOW /サロー

A 3 5 4-5 4 4 4 -5 4 4 5 5 5 3.0 3.94Y 7.94/2.30 BEIGE /.iII!麻色

フ
A B 3 -4 4 -5 3 -4 4 4 5 4 4 5 5 5 4.6 4.79Y 7.41/3.72 dull YELLOW /コロニアルイエロー

C 5 4 -5 4 2 3 4 2 3 5 5 5 5.8 4.20Y 5.62/2.83 medium GRA Y /パト Jレシップグレイ

カ D 3 2 3 4 -5 4 -5 3 -4 4 4 5 5 5 3.8 5.26Y 4.91/1.33 grayish OLIVE /ひわ茶

法 E 3 -4 2 3 4 -5 4 -5 3 -4 4 4 5 5 5 9.8 4.68Y 5.31/1.33 grayish OLIVE /ひわ茶
ノ F 4 -5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 6.1 5.14Y 6.12/4.10 grayish BROWN /らくだ色

キ A 2 5 4 4田 5 4目 5 4 -5 4 1 5 5 5 6.0 3.34Y 5.95/2.50 light olive GRA Y /灰汁色
B B 3 4 4 4 5 4 -5 4 5 5 5 5 9.7 3.45Y 5.29/2.85 grayish BROWN /らくだ色

の C 4-5 2 4 2 3 4-5 2 3 5 5 5 11.0 2.36Y 3.41/1.90 grayish OLIVE /爺色

D 4 1-2 3 -4 5 5 4 -5 5 5 5 5 5 6.7 5.10Y 3.63/0.94 dark GRAY /スレートグレイ
葉

法 E 4 -5 1-2 3 -4 4 5 5 4 -5 4-5 5 5 5 9.0 5.35Y 3.26/0.77 grayish OLIVE /鴬色

F 4 4 -5 4 -5 5 5 5 5 5 5 5 5 10.5 2.90Y 4.30/2.68 grayish BROWN /朽葉色

A 4 -5 5 5 3 -4 3 -4 5 2 -3 3 5 4 4 3.5 3.17Y 7.43/2.91 grayish YELLOW /枯草色

ク
A B 4 4 4 4 4 4 -5 3 -4 4 5 5 4 -5 4.8 4.66Y 6.95/5.63 dull YELLOW /コロニアルイエロー

C 4 -5 3 4 2 3 5 2 2-3 5 5 5 6.8 3.37Y 4.51/3目62grayish OLIVE /鴛色

サ
D 4 -5 2 -3 2 -3 3-4 4 4 2 2-3 5 5 5 3.8 6.48Y 3.92/1.57 olive GRAY /エボニー

法 E 4 -5 3 2 -3 4 4 3 -4 4 4 -5 5 5 4 -5 6.6 7.70Y 3.36/1.27 grayish OLlVE /オリープドラプ

F 5 5 
ギ

4 -5 4 -5 5 5 5 5 5 5 5 6.7 3.49Y 5.02/5.28 dark YELLOW /オーノレドゴールド

A 3 4 4 2-3 3 4 -5 2-3 3 5 4 -5 4 -5 3.2 3.72Y 6.15/3.42 dark YELLOW /オーJレドゴールド

の
B B 3 -4 4 4-5 4 4 5 4 4 5 5 5 8.1 5.00Y 5.68/4.59 grayish OLIVE /ひわ茶

C 4 2 4 2回 3 3 4 -5 2 2 5 5 5 9.5 3.27Y 4.03/3.24 brownish OLIVE /オーリプ茶
D 4 1-2 3 3 3 -4 4 3 3 5 5 5 5.9 5.94Y 3.30/1.35 。live GRAY /エボニー

葉
法 E 5 -6 1-2 3 -4 4 5 4 -5 4 -5 5 5 4 -5 5 8.6 6.96Y' 2.63/0.84 grayish BLACK /墨色

F 4 4 5 5 5 5 4 -5 5 5 5 5 9.8 3.64Y 5.02/5.28 brownish OLlVE /オリープ茶

A 5 -6 5 4 -5 3 -4 4 4 -5 3 -4 3 -4 5 5 5 1-.5 2.96Y 8.04/1.87 pale YELLOW /蒸栗色

サ A B 3 -4 5 3-4 2 4 4 -5 3-4 4 5 5 5 3.6 7.03Y 7.82/4.52 light YELLOW GREEN /若芽色

C 5 4 -5 3 2 3 4 2 2-3 5 5 5 3.7 6.25Y 6.23/4.83 dark YELLOW /オールドゴールド
ト D 4 4 3 -4 4-5 5 4 4 -5 4 5 5 5 2.7 4.31Y 6.13/2.33 grayish YELLOW /枯草色

ウ 法 E 4 3 3 -4 4-5 5 4 -5 4 4 5 4 -5 5 3.8 4.41Y 6.81/2.21 grayish YELLOW /枯草色

F 5 5 5 5 5 5 5 5 5 4 -5 5 5.1 7.22Y 7.31/4.59 soft YELLOW GREEN /抹茶色
キ

ビ
A 4 -5 5 4 5 5 4 -5 4 4 -5 5 5 5 3.0 3.11Y 7.80/2.08 pale YELLOW /蒸栗色

B B 3 4 -5 3 -4 5 4 -5 4 4-5 4 -5 5 5 5 6.8 6.66Y 7.56/4.23 dull YELLOW /コロニ7)レイエロー

の C 5 3 -4 3 2 2 -3 4 2-3 2 5 4 -5 5 6.5 6.11 Y 5.91/4.36 grayish OLIVE /ひわ茶
D 4 4 4 4 -5 4 -5 4 -5 4 -5 4 -5 5 5 5 3.1 4.38Y 5.89/2.25 light olive GRA Y /灰汁色

葉
法 E 4 4 -5 3 4 4 -5 4 4 4 5 5 5 3目9 4.68Y 6.11/2.14 light olive GRA Y /灰汁色

F 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 6.2 6.40Y 6.85/4.55 dull YELLOW /コロニアルイエロー

A B 2 4 4 4 4 -5 4 -5 4 4 5 4 5 1.0 8.12R 6.94/2.31 grayish PINK /アッシュローズ
ブ C 1 3 -4 3 -4 3目4 4 3 -4 4 4 -5 5 5 5 3.0 9.15Y 6.02/0.91 medium GRA Y /鼠色

ツ D 4 3 4 4 3 -4 4 -5 2 3 5 4 -5 5 4.0 1.10Y 5.45/3.15 grayish BROWN /子鹿色

法
E 3 2 -3 2 -3 4 -5 4目 5 4 5 5 5 5 5 2.0 4.17GY 4.62/0.53 grayish GREEN /干草ねず

ソ F 3 2 -3 2 -3 4 4回 5 3 4 -5 4 ;5 5 5 5 3.0 1.67GY 5.10/0.53 greenish GRA Y /利休ねず

ウ

ゲ B B 2 4 2目 3 4 -5 5 3 5 5 5 4 5 6'.0 6.31YR 6.02/3.30 grayish BROWN /らくだ色

C 2 3 2 -3 4 5 3 4 -5 4-5 5 4 -5 5 9.2 4.68Y 4.92/2.16 grayish OLIVE /ひわ茶
の D 4 -5 4 -5 4 2 3 -4 4 2 3 5 4 -5 4 7.2 9.51 YR 4.86/3.84 grayish BROWN /朽葉色

花 法
E 1 5 2 5 5 3 5 5 5 5 5 5.6 O.OlGY 3.77/0.85 olive GRAY /エポニー

F 1 5 5 4-5 5 5 4 4 5 4 5 6.7 8.69Y 3.90/0.94 dark GRAY /スレートグレイ



3.ハイブリッド大島紬研究開発

西決造 赤塚嘉寛

1 はじめに

大島紬は独特の風合いを持つ絹織物であるが，シルクの長所は保温性に優れている

ので冬着，合着用という通念で着用されている。

しかし，他の繊維と交織することにより絹以外の素材にとらわれない繊維との交織

により夏物大島紬としての需要の開拓，拡大を推進するためにジャパンブルーとして

評価の高い藍染めをベースに天然繊維の綿糸と絹との交織を試み夏物へのアプローチ

u を目指す。

2 試験概要

( 1 ) 綿大島紬の原料糸

タテ糸 練絹糸 38.97 g /2500m 300T/m 

ヨコ糸 ガス綿糸 80番手

( 2 ) 藍建法 ( 2石建)

藻 半俵

可性ソーダ 300 g 

インジゴピア 800g 

石 灰 500g 

フスマ 1，000 g 

u 
( 3 ) 藍染め

タテ糸 2回染め(淡藍)

ヨコ糸 B回染め(濃藍)

(4) 摩擦に対する堅ろう度試験

摩擦試験機1型で乾摩擦試験を行った。

(5) 製織り条件

筏密度 15.5算

簸 幅 40.0c血

経糸仕上糊 フノリ

製織り 高機による手織
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3 結果

表，織布の諸元

試作 の大島紬

ヨコ糸の
染 色

厚 さ 糸密度(/ω〕 幅 摩 擦

素材 (剛) タテ糸 ヨコ糸 (叩) 竪ろう度

車市 紬 藍染め 0.172 33.3 35.6 37.5 3 

正 藍 藍 染 め 0.151 33.0 30.0 37.5 4 

大島 紬 泥染め 0.160 33.0 29;0 37.0 3-4 

4 まとめ

正藍紬に比べてハイブリット織物は藍染め特有の毛羽がほとんどなく，綿糸の藍染

め染色も良好であった。

今回試作のハイブリット織物は大島紬の絹糸だけ使用した紬と較べてシルクの光沢

は失わず，夏物の特長であるシャリみや，さわやかな色あいの天然藍染めの清涼感の

ある夏物大島紬を試作し，好評を得た。

文献

大島紬技術指導センター

大島紬技術指導センター

業務報告書 (昭和61年度) P12-18 

業務報告書 (昭和63年度) P12-18 
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4.染色用泥土に関する研究

新村孝善 上山貞茂 赤塚嘉寛

1 はじめに

大島紬の染色はシャリンパイ樹木からの抽出成分で絹糸を数十回染め，さらに、泥

染めM で染めあげる独特の技法である。しかし，その泥染めに使用される泥土の管理

条件については詳細に明記された事項はなく，おもに染色業者の経験と勘に依存して

いる現状で，使用頻度や染色性の良し悪しをみながら，湛水した水を絶やすことなく，

植物等の有機物を投与させて染色能力の維持を図っている。

また，これまで染色用泥土に関する研究・調査も無機化学的な観点に立った内容が

多くけ，有機化学的立場で論じている内容2)も少ないために染色業者への技術的対応

も十分ではない。

このため，染色用泥土の研究調査を今後追求するためには，さらに有機化学的面か

らのアプローチが必要となってくるのはいうまでもない。

そこで，このような現状を踏まえ，今回は染色用泥土の管理要因に関してもっとも

基本的でかつ主要因と考えられる，設置温度と有機物添加の有無に関して泥土試験を

行い，その土境特性の挙動を 2カ月間にわたり研究調査したので報告する。

2 実験

2-1 試料泥土

当センターの実験用泥田の泥土を 2mmのふるいを通し粒子を揃え， 1カ月間水簸

させた。その後沈澱した泥土を2000ml採取しビーカーに入れた。さらに土壌の表面

が十分に冠水するように， 2岨幅の水層ができるように水を加えた。

2-2 有機物

投与した有機物は溶性澱粉(石津製薬製・ 1級)で泥土濃度に対して 1%濃度に

なるように調整した。今回は，染色用泥土2000mlで1300mlの泥土固形分に対し13g 

の有機物を投与したわけである。

2-3 試料泥土の土域特性

今回使用した染色用泥土の土壌特性は表 1のとおりである。
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表 1 試料泥土の土壊特性

特 性 項 目 特 性 値 及 び 設IJ 定 条 件

Fe，03 3. 04% (乾燥泥土に対して〉

Fe'+ (活性2価鉄〉 313. 8昭/乾土100g

pH 6. 61 ( 1 6'C) 

Eh -20 2mV ( 1 6'C) 

Ig. I088 7. 72% (60 O'Cで3時間燃焼)

泥土濃度(泥土固形分) 65% (水簸した泥土を 3500rpmで5分間違心分離〉

水分率 55% (水簸した泥土を 110'Cで24時間乾燥) υ 
2-4試料の積類

今回の試験で行う泥土条件は表2の通りである。

表2 試料の種類

番号 設置温度 有機物添加濃度

No. 1 10'C なし

No. 2 20'C なし

NO.3 30
0

C な し

NO.4 10
0

C 1 % 

No. 5 20
0

C 

NO.6 30
0

C 

1 % 

1 % 

※ 10
0
C及び30

0
Cの設置はインキュ 〆¥

ベータを使用し， 20
0Cについては'--ノ

恒温恒湿室を使用した。

2-5 pHの測定

ガラス電極の部分が泥土中に十分に侵せきするように電極を挿入し， 20分間静置

後pHの数値を測定値とした。
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2-6 E h (酸化還元篭位差)の測定

白金電極(比較電極は塩化銀飽和3.3M塩化カリウム溶液)を使用し，電極の部分

が泥土中に十分に侵せきするように挿入し. 2時間静置後Ehの数値を測定値とした。

このEhの値は，長時間挿入後の数値と比べて高い数値であるが，この試験試料を

比較するのには差し支えないものとする。なお，各測定後は#1000のペーパーで白

金を磨き. 1 Nー硝酸滋液に 5分間侵せきさせて次試料を測定した。

また.Ehの数値は補正することなく，そのままの数値を記載した。

2-7 Fe'+ (活性2価鉄)3) の定量

試料泥土を一定量(乾土当たり 2-4g程)を100ml三角フラスコに採取し. 1M 

酢酸塩緩衝液 (pH3.0)を50ml入れ，室温で5分関連続振とう (40皿振幅. 150回 /

min往復水平振とう〉した後.Nu5 Bのろ紙でろ過させる。次に.200ml三角フラス

コにそのろ液2mlを取り. 10%塩酸ヒ Fロキシノレアミン溶液 8ml. 0ーフェナント

ロリン溶液8ml. pH 5.5酢酸塩緩衝液20mlを加え発色させる。その後.30分間暗所

に放置したのちダブルビーム分光光度計(目立・ 200-20)を使用し，波長 510nm

で透過率による比色分析を行った。なお，定量についてはあらかじめ作成した検量

線をもとに透過率からの推定値で求め，乾土100g当たりの昭数でFeH (活性2価

鉄)を算出した。
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FeH の濃度

Fig-l FeH (活性2価鉄〕の検量線
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3 結果および考察

(1) pHの変動について

染色用泥土を10'C，20'C， 30'Cの各温度に設置してpHの変動を表したのがFig-2

のグラフ，悶様の試料に有機物を 1%投与した場合がFig・3のグラフである。 温

度対する変動としては，有機物を添加しない場合いずれもpH6.5-7.1の中性の範囲

内で推移していることがわかる。これは，一般の水田土壌特性と一致することであ

り水田土域同様，中性の緩衝能力を保持しているといえる。ただ，低温ほどpHが

中性7.0の近傍で高く推移していて，土壌微生物の代謝による有機酸類成分や有機

酸類の分解による炭酸ガス成分等の含有量の差による微妙な成分パランスの相違が

考えられる。

一方，有機物を投与するとpHの低下が進行し，有機物が土壌微生物によって分 U 
解され有機酸類が生成されていく様子がよく表れている。一般には湛水土議中の微

生物代謝による有機酸類は酢酸が最も多く，酪酸が次ぎ少量のキ後・プロピオン酸・

乳酸・吉草酸などが知られている。り

また，温度が高いほど有機陶の分解速度も早くなっているが，今回の試験でも有

機酸類への分解速度の比較をするのに，それぞれの最低pHへの到達時間を測定日

から挙げてみると， 10'Cで36日間， 20'Cで15日間， 30'Cで8日間と規則性をうかが

わせている。つまり，温度が10'C上昇すると約2倍の分解速度を有すると目安が立

7 7 

6 6 ;J 

pH pH 

5 5 

0・10'C 0・10'C

L;: 20'C L;: 20'C 

ロ 30'C 口:30'C 4 

20 60(臼) 。 40 
日数

Fig-3有機物投与後の各温度におけるpHの変動

。 40 
回 数

Fig-2 各温度におけるpHの変動

20 60(日)

F
D
 

4
 



てられることになる。

次に有機酸類が生成してその濃度が最大になると，今度は徐々に有機酸類が分解

されはじめpHが上昇して中性領域へ推移して安定していくことがわかる。 WCの

場合では， pHの上昇速度も遅いことから，有機酸類の分解速度は遅く長い時間

有機酸類が集積されやすい傾向がみられる。

今回は，有機物は分解し易い可溶化澱粉を使用したが，実際には奄美大島では泥

染め業者は土壌微生物への栄養補給として植物の枝葉を投入していてこのセルロー

ス系の場合，分解速度についてはもっと遅いのが現実であろう。

(2) Ehの変動について

J 染色用泥土を10.C，20.C，ω℃の各温度に設置してmの変動を表したのがFig-4

のグラフ，同様の試料に有機物を 1%投与した場合がFig-5のグラフである。

(mV) 

。
Eh 

υ 

一4∞

一ωo

。

染色用泥土は潜水した土壌で空気を水で遮断された還元状態のため， Ehがマイ

ナスで推移していくわけであるが，高温度ほど低電位差を示している現象は土犠微

生物(特に嫌気性細菌)が高温ほど活動的で土域雰囲気をより強い還元状態に保持

していることを表している。

一方，有機物を投与すると急激にEhカ対底下し強い還元状態へ遷移していき，温度

差によるEhの低下の相違も分かり難いぐらい急速に進行している。これは，分解

20 40 
日数

0: 10.C 

L>: 20.C 

ロ:30.C 

60(日)

Fig-4 各温度におけるEhの変動
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Fig-5有機物投与後の各温度におけるEhの変動



され易い有機物が投与されると低温度でも迅速な還元反応が起こったことを示して

いるわけで，比較的分解速度の遅いセルロース系有機物を投与したら還元反応はもっ

と緩やかに進行したであろう。

また，有機物が分解され有機酸類が生成し始めると，より強い還元状態になるこ

とからこの分解の際に電子が系内に多く供与され，有機酸類が分解し始めるとEh

は上昇してくることからその供給された電子が消費されることがうかがえる。つまり，

湛水状態では有機物の分解により系内が電子供与体として作用し，有機酸類の分解

は求電子反応を進行させているといえよう。実際，この場合の電子の消費は活性2

価鉄の生成やマンガン等の他の還元反応に使用されたりする。叫しかし，強い還元

状態が不安定であるために一部で酸化反応が起こり安定した還元状態への系内制

御も行っている。事実，後で詳しく述べるが活性2価鉄の生成の増加が電位の上昇 o 
と連動しているし，溶解した鉄分が酸化され水面やビーカー壁面等に赤い酸化鉄と

して析出されてくる現象を観察することができた。

また，有機物を投与して有機酸類が生成されるが，その有機酸類の分解が遅い10

'Cの場合は，長い時間強い還元状態に置かれていることも確認できた。

(3) Fe2+(活性2価鉄)の生成量について

染色用泥土を10'C，20'C， 30'Cの各温度に設置して， Fe2+の生成量を表したのが

Fig-6のグラフ，同様の試料に有機物を 1%投与した場合がFig-1のグラフである。

有機物を投与しない場合，各温度に対して多少の変動はあるものの全体的にはっ

きりした傾向をもっ特性は得られなかった。測定のバラツキは試料内のFe2+の偏り

やサンプル測定の誤差が考えられる。このことは， Fe吋こついては系内が安定な平

衡状態に達していれば温度変動を受けにくいことを示しているが，実際に冬場の季

節に染色業者が泥染めの作業が染色されにくく手聞がかかるという実情は，単に o
Fe2+の生成量だけが染色性の要因ではなく，それ以上に染色時のFe2+の吸着反応が

温度に依存していることを示唆していると言えよう。ただこの件については，今後

温度を要因とした泥染めの試験の必要があり，その中で検討していきたい。

次に有機物を投与した場合， Fe 

では反応が早すぎて把握しにくいが，まず電位差が低下し有機酸類が生成し，その

有機酸類が分解され始める頃からFe2+が顕著に増加していることがわかる。また，

この系では設置温度に係わらずてFe2+の生成量は最大400mg/乾土100g程といえる。

このことは，土壌の持つ特性によってFe2+の生成量を制御している要因が存在して

いることをうかがわせているようである。浅見ら6)の報告によると， pHとFe2+の
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生成置について老朽化水田土壌(非品質酸化鉄無添加地区〉以外は相関性を認めて

いる事例もみられることより，湛水土液中のアンモニア態窒素の生成量や水酸化鉄

や酸化鉄を含めた，金鉄の含有量がFe2+の生成量の要因のーっとなっていると考え

ている。今回使用した染色用泥土は全鉄がFeρ切として3.04%で， これまで調査し

た染色用泥土刊の部類の中では低い数値となっていることから，会鉄の含有量が多

い染色用泥土を試料としてt Fe2+の生成量の変動を調査研究してみることも必要で

ある。

さらに湛水土壊における鉄の形態を考えるとき酸化物より水酸物の方がふさわし

く，山根叫らも遠元土壊中ではFe，(OH)" Fe (OH)" Fe (OH)" FeH等の安定

な和水酸化鉄の形態を考えている。また，今回の有機物投与による活性 2価鉄

(..) (FeH ) の生成量増加は，土壊微生物の代謝によるきわめて複雑な反応が途中に考

えられるが鉄成分に関する反応を挙げてみると

F白(OH). + 8 H+ + 2 e一= 3 FeH + 8H，O 

3 Fe (OH)， + H+ + e - = F白(OH). + H，O 

Fe (OH)， + 3 H+ + e- = Fe'+ + H，O 

等8)があり，有機物の分解による有機駿類や電子の生成，その生成された有機酸

類の分解からのプロントの供与やより強い還元状態からの電子供与によりFeHが増

加生成されEh(電位差)やpHが上昇していく今回の一連の事象を裏付けていると

(mg;1時) (mg;1時)I 

4∞ 

の

Fe2+ 

¥ぴ
生

成

量

Fe2+ 

21∞ 

。目 100C

A・200C

ロ 30
0

C

∞
 

生

成

量

2∞ 

0: 100C 
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C 

ロ・ 30
0
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。 60(日〉 o a ~ OO(日〉
日数

日g.7有機物投与後の各温度におけるFeの生成量

20 40 
日数

Fig-6 各温度におけるFeの生成量
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考えられる。この一連の反応に，いわゆる鉄ノてクテリア(鉄還元菌)の関与が十分

に考えられるが鉄バクテリアに関する単離培養も含め挙動・特性についてまだ知ら

れていない所も多く今後の課題である。このため今回は湛水土壊中の還元的雰囲気

から考察したわけである。また，一つ考慮すべきことは有機酸類の分解に際しては

炭酸ガス・水・メタンガス等の発生を伴うため，生成された活性2価鉄は炭酸鉄

FeCO，として一部存在している可能性は十分にあると考えられる。

いずれにしても，栄養バランス(炭素:窒索の比率)や全鉄の含有量およびアン

モニア態窒素増加等，系の条件を変更することにより土壌雰闘気や微生物の代謝も

異なりFe2
+の生成量の増減に影響してくると恩われる。今後も水田土境学をベース

にした活性2価鉄の生成の増加に係わる要因を主として追究し，染色用泥土管理開

発を進めていく必要がある。 (J 

4 まとめ

染色用泥土を設置温度を変え有機物添加の有無に関して泥土試験を行い，その土壌

特性を調べた結果は以下のとおりである。

( 1 ) 染色用泥土に設置温度を変化させて2カ月以上インキュベイトしてpH.Eh. 

活性2価鉄の特性を調べてみると.pHについては低温ほと、中性付近での推移

がみられ，また酸化還元電位も高く推移しているが，活性2価鉄の特性につい

ては顕著な変動はみられなかった。

( 2) 有機物を染色用泥土に投与すると分解され.pHが低下して有機酸類が生成

してくる。また，最低pHに到達する時間は設置温度に対して規則的な事象が

認められた。

( 3 ) 有機物を泥土濃度に対して 1%投入すると，まず土壌雰囲気が還元状態に 、
推移し，有機酸類が生成し始め，その後有機酸類が分解されながら活性2価鉄..... _-!<--

が生成されて行くことが確認された。そして. 3害1]程の活性2価鉄の生成量の

増加が認められた。

(4) 有機物を投与すると低温ほど有機酸類が分解されにくく集積されやすく，より

強い還元状態を維持することがわかった。

-・
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5.大島紬の泥染めへの浄水場発生土の利用

村田博司，上山貞茂， 白久秀信，赤塚嘉寛

1 はじめに

和服産業の不況は大島紬にも大きく影響し，当産地もここ数年は大幅な減産体制を

強いられている。しかし，そのような不振の中でも本物志向，自然回帰，その独特の

風合い等に支えられて，大島紬の泥染め製品は根強い人気を博している。

シャリンパイと泥染めによる染色機構は，シャリンパイ煎出液中のタンニン酸色素

と泥土中の主として鉄塩類との媒染効果に因るものであることがほぼ明らかにされて

いる。しかしながら，実際の泥刷機構は複雑で，そこにはおそらく泥土中の非常に o 
多くの無機物及び有機物が係わりあっており，その結果として渋い光沢，独特の風合い

等が発現するものと推察される。とのことから大島紬泥染め用泥聞において，媒染剤

として染色に使用された減量分の泥土(無機物及び有機物)の供給は必要不可欠である。

実際，染め付きが悪くなると奄美自生の木の葉や栄養源としてのデンプン等の投与，

あるいは泥そのものの入れ替え等を行ってきているが，泥染め用泥土は年々枯渇化の

現状にあり，さらに当産地の都時十画及び土地改良事業等により従来の場所からの

移転問題等がクローズアップされている。特に名瀬市地区では泥染めに使用できる

回泥面積が少ないためこの問題が深刻化している。

そこで，最近その応用が各方面から検討されている浄水場発生土(汚泥〉を利用し，

泥染め用泥土に転換活用する研究を行った。

2 実験材料及び方法

( 1 ) 供試材料

絹糸

浄水場発生土

従来の泥土

栄養源

(2) 混合割合

大島紬周練り絹糸 30g付 (g/2500m) 

名瀬市水道局平田浄水場汚泥(昭和63年6月5日採取)

後記資料として図 2に浄水場における浄水過程，図 3に

汚泥処理過程，表7に汚泥構成成分分析値を示した。

現在泥染めに用いられている名瀬市有屋地区の回泥

デンプン，ブドウ糠(試薬一級)

100 f!のポリ容器に混合泥土の体積がほぼ50f!になるようにし，それに水を

満たして全体を70f!にして試験室に放置した。泥染め用泥土と浄水場発生土
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の混合比を表 lに示す。各混合比は 5種類であるが， N，且 3とNO.5に栄養源を

投与したもの 2種類を加え合計7種類用意した。

表 l 従来の泥染め用泥土と浄水場発生土の混合比

番 号

混合比 (重量比)

従来泥・発生土

実際の使用量

従来泥 (kg) 

発生土 (kg) 

栄 養源

デンプン (g/月)

ブドウ糖 (g/月〕

注) 従来泥

発生土

水分率

No 1 No 2 No 3 No 4 No 5 

従来泥 発生土
3・1 1 : 1 1 : 3 

のみ のみ

73 45 21 10 。
。 15 21 30 30 

現在泥染めに用いられている有屋地区の回泥

名瀬市水道局平田浄水場の汚泥

従来泥 50%

発生土 66%

No 6 

1 : 1 

21 

21 

500 

500 

栄養源・混合時にそれぞれ5∞gずつ入れ，次回以降は 1カ月後及び

2カ月後の染色終了時に入れる。

(3) 染色法

No 7 

発生土

のみ

。
30 

500 

500 

泥染め手前(シャリンパイ染色)まではすべて一括して染色し，それ以降

はそれぞれの混合比のもので泥染めした。泥染めは混合 1カ月， 2カ月，

3カ月後毎に行った。染色法を下記に示す。

1 熱 石染3回石染3回 石 染3回石染3回乾

2 熱 石染3回石染3回 石 染3回石染3回乾

3 熱石染3回石染3回 石 染3回石染3回乾泥

4 熱泥

各略語は次の操作を示す。
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熱:約90'Cに昇湿したシャリンパイ煎出液に 3時間位浸漬放冷

(浴比50倍)

石.石灰液でもみこむ(溶液 3or5g/ R.， 浴比20倍)

染.シャリンパイ煎出液でもみこむ(室温で数分間，浴比10倍)

乾.約70'C熱風乾燥

泥.泥田で数分間もみこむ

(4) 増量率

泥染め糸の増量率は次式で計算した。

泥染め後の糸の重量一泥染め前の糸の重量増量(%)= .-.，. _- '-~ .-..-. ，-- .，. -- x 100 

泥染め前の糸の重量
，，_) 

( 5) 色調

各泥染め糸の色調を見るために，東京電色カラーアナライザー (T-1800)

を用い，三刺激値と明度指数を求めた。

( 6) 灰分含有率

試料約 2gをあらかじめ恒量値の分かっているノレツボに入れ，ガスバーナー

で初め徐々に後強く，糸を焦がさないように焼く，糸が底から赤くなり煙が

出なくなってから，電気炉を用い600'Cで1時間灰化させる。電気炉が100'C

以下に下がったら試料をデシケーターに入れ 1時間放冷後，天秤を用い次式

により灰分を計算した。
¥、，i

()11ツポ十糸)の灰化後の重量ールツポの恒量値
灰分(%)= 

灰化前の糸の重量
x 1 00 

(7)鉄含有率

灰化した試料を l 目 1の塩酸 50mfで100mfピーカーに洗い流す。ホット

プレート上で十分に分解させたのち， 200mf定容フラスコに洗いうっす。適当

な濃度に希釈して原子吸光分光光度計(目立170-30型〕で吸光度を測定し定

量値を求めた。
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(8) 染色竪ろう度試験法

1 )摩擦に対する染色堅ろう度試験

3)洗たくに対する染色堅ろう度試験

JIS L 0849-1971 

乾燥試験で摩擦試験機 I型

JIS L 0844-1978 

A法

JIS L 0844-1973 

A-l号

JIS， L 0845-1975 

ビーカー法 1号

2)汗に対する染色堅ろう度試験

4)熱湯に対する染色竪ろう度試験

_) 3 結果及び考察

( 1 ) 染色状態

各処理糸それぞれの三刺激値及び明度指数を表2に示した。明度指数では，

対照(未泥染め糸・シャリンパイ染色のみ)が19.22，No. 1処理糸(従来の泥土

のみ) 1カ月後が11.69であるように，値が小さいほど「暗くなる」すなわち

よく染まっているといえる。 1カ月後の明度指数では，従来の泥土の割合が

少ないほど値は大きくなっており，従来の泥土への依存度が高いことを示して

いる。また， 2カ月後， 3カ月後となるとNo.2 -No. 5処理区の糸は，さらに値

は大きくなる傾向(染まりが惑い)にあるが， No. 5及ひtNo.6の栄養区では，

変化しないかあるいは小さくなっており，染まりは良好であった。

L 

( 2 ) 増量，灰分及び付着鉄含量

各処理糸それぞれの増量，灰分及び付着鉄含有率を表3に示した。増呈灰分

においては各処理区の傾向はみられなかった。付着鉄含有率においては表3の

値をグラフに示した(図 1)。これをみると，泥土混合後 3カ月間ともぬ 1の

従来の泥土のみ区に対してNo.2 -No. 5の処理区では鉄含有率は小さくなって

おり，そして混合後の回数が経つにつれてその差は大きくなっている。それに

対しNo.5及びNo.6の栄養源投入区では，泥土混合後3カ月間ともNo.1の従来の

泥土のみ区より大きくなっており鉄の付着率が大きいことを示している。

( 3 ) 染色堅牢度試験

各染色堅牢度試験の結果を表4-6に示した。各試験とも対照区である従来の

泥土のみ区とほとんど差はなく，浄水場発生土を利用しての影響はみられなかった。
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4 まとめ

浄水場発生土(汚泥〕を利用し，泥染め用泥土に転換活用する研究を行った。

得られた結果は次のとおりである。

( 1 ) 従来の泥染め用泥土に浄水場発生土を加えると染め付きは悪くなったが，

栄養源を加えることにより，鉄の付着含量は大きくなり染め付きは良好となった。

( 2 ) 従来の泥染め用泥土を対照に各堅牢度試験を行ったところ，浄水場発生土の

影響はみられなかった。

以上のことから大島紬用泥田における浄水場発生土の利用は，栄養源を投入しさえ

すれば十分可能であることがわかった。次回は園場試験も行い，浄水場発生土の利用

を促す資料としたい。

本研究にあたり，浄水場発生土試料等を提供していただいた，名瀬市水道局平田

浄水場の肥後欣一氏，山下一弘氏に感謝します。

参考資料

浄水場発生土について

今回の試験で利用した浄水場発生土は，名瀬市水道局平田浄水場より入手した。

そこで，上記浄水場の上水過程及ひP汚泥処理過程を以下に述べる。

図2に浄水過程を示した。ダムから導水管で引いた水は，着水井に蓄えられ細菌・

藻類を滅菌し不純物等を凝集するために，ポリ塩化アルミやソーダ灰を注入する。

その後フロックを形成，沈澱させ，ろ過により細菌を除去し塩素滅菌飲料水となる。

ろ過池洗浄排水は排水池に貯蔵され汚泥と清澄水とに分離する。その工程を図3に

示す。清浄水は清浄水ピットに入り着水井へ移漕される。汚泥は濃縮層へ入り，濃度

調整後脱水処理され搬出される。搬出量は年間22万トンで， これまで農業面での

土壊改良資材として利用されている。(図 2，図3とも平田浄水場提供)
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表 2 三刺激値と明度指数

X Y Z L" (明度指数)

対 照(未泥染糸) 3. 47 2. 80 2. 12 19. 22 

1カ月後 No 1 1. 39 1. 36 1. 45 11. 69 

No 2 1. 51 1. 49 1. 77 12. 54 

No 3 1. 54 1. 50 1. 59 12. 61 

No 4 1. 88 1. 8.3 1. 75 14. 57 

コ No 5 1. 82 1. 72 1. 65 13. 94 

No 6 1. 60 1. 59 1. 75 13. 17 

No 7 1. 69 1. 68 1. 77 13. 71 

2カ月後 No 1 1. 63 1. 54 1. 85 12. 86 

No 2 2. 03 1. 96 2. 14 15. 28 

No 3 1. 67 1. 58 1. 60 13. 11 

No 4 1. 85 1. 77 1. 86 14. 23 

No 5 1. 75 1. 69 1. 64 13. 77 

No 6 1. 50 1. 49 1. 64 12. 54 

í~) 
No 7 1. 50 1. 48 1. 53 12. 48 

3カ月後 No 1 1. 45 1. 42 1. 48 12. 09 

No 2 1. 74 1. 68 1. 68 13. 71 

No 3 2. 24 1. 97 1. 59 15. 33 

No 4 2. 23 2. 07 1. 89 15. 85 

No 5 1. 96 1. 83 1. 56 14. 57 

No 6 1. 62 1. 59 1. 69 13. 17 

No 7 1. 39 1. 37 1. 35 11. 76 
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表 3 泥染め糸の増量，灰分及び付着鉄含量

番 号

混合比(重量〉

従来泥:発生土

カ

月

後

カ

月

後

カ

月

後

注)

増 量

灰 分

鉄 (F白 0，)

増 量

灰 分

鉄 (Fe.O，)

増 最

灰 分

鉄 (Fe.O，)

従来泥

発生土

水分率

No 1 No 2 No 3 No 4 No 5 

従来泥 発生土
3 : 1 1 : 1 1 : 3 

のみ のみ

48.0 50.9 47.2 49.2 51.4 

7.0 7.6 6.3 7 .3 7.7 

3.9 3.4 1.9 1.7 1.6 

49.8 48.9 48.8 49.0 50.7 

6.6 6.9 6.5 6.8 6.2 

3.2 2.9 1.6 1.7 2.1 

47.0 46.7 43.4 46.1 49.2 

7.4 6.5 6.4 7 .8 7 .3 

3.3 1.7 0.6 0.8 0.9 

現在泥染めに用いられている有屋地区の回泥

名瀬市水道局平田浄水場の汚泥

従来泥 50% 

発生土 66% 
栄養源田デYプ:.-'，ブドウ糖
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単位は%

No 6 No 7 

1 : 1 発生土

栄養源 栄養源

投入 投入

50.3 51.6 

7.0 7.3 

6.3 5.2 ¥...) 

47.9 50.8 

6.4 6.5 

5.4 5.8 

41.0 46.2 

5.1 6.3 

4.0 5.8 
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表 4 浄水場発生土による泥染め糸の各種堅ろう度(1カ月後〉
(級)

:_) 

番 号 No 1 No 2 No 3 No 4 No 5 No 6 No 7 I 

混合比(重量)
従来泥 発生土

1 : 1 発生土

3 : 1 1 1 1 : 3 栄養源 栄養源

従来泥・発生土
のみ のみ

投入 投入

熱
変 返 色 4-5 5 4 4-5 4 - 5 4-5 4-5 

湯
汚 綿 4-5 4 - 5 3 - 4 4 4-5 4 - 5 4 

試

験
染 絹 4 4 - 5 4 3 4 - 5 3 3 

洗
変 退 色 4-5 5 3 - 4 4-5 4-5 4-5 4 - 5 

濯
汚 綿 4-5 4-5 4 - 5 4-5 4 - 5 4 - 5 4-5 

試

験
染 縞 4-5 4 - 5 4 - 5 4-5 4-5 4-5 4 - 5 

酸 変退色 4 - 5 4 3 - 4 4 4 5 5 

汗 汚 綿 4-5 4-5. 4 - 5 4 4 4-5 4-5 

性 染 絹 4-5 4 - 5 3 - 4 4 3 3 4 

試

ア 変退色 4-5 4 - 5 3 - 4 4 4 5 5 

ノレ

験 カ 汚 綿 4-5 4 - 5 4 3 - 4 4 4 4 

性 染 絹 4-5 4 - 5 4 3 3 -4 4 3 

摩 擦 試験 1-2 2 - 3 2 2 2-3 2 2 

増 量(%) 48 51 47 49 51 50 52 

注) 従来泥.現在泥染めに用いられている有屋地区の田泥

発生土:名瀬市水道局平田浄水場の汚泥

水分率:従来泥 50% 

発生土 66% 
栄養源:デンプ:-'，ブドウ糖

日
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表 5 浄水場発生土による泥染め糸の各種堅ろう度(2カ月後)

番 号

混合比(重量)

従来泥:発生土

熱
変 退 色

湯
汚 車車

試

験
染 絹

洗
変 退 色

濯
汚 車市

試

験
染 絹

酸 変退色

汗 汚 綿

性
染 帝国

試

ア 変退色

ノレ

験 カ 汚 車自

性
染 絹

摩擦試験

増

注)

量(%)

従来泥

発生土

水分 率

No 1 No 2 No 3 No 4 No 5 

従来泥 発生土
3 : 1 1・1 1・3

のみ のみ

4 - 5 4-5 4 4-5 4 

3-4 4 4 4 - 5 4 - 5 

4-5 4 - 5 4 4 - 5 4 - 5 

4 4-5 3 4 4 

4 - 5 4-5 3-4 4-5 4 

3 - 4 4 - 5 3 3 - 4 4 

4 4-5 4 - 5 4 - 5 4 - 5 

4 - 5 4 - 5 4 - 5 4 4 - 5 

4 - 5 4 - 5 4-5 4 - 5 3 - 4 

4 - 5 4-5 4 - 5 4 - 5 4 - 5 

4-5 4 - 5 4-5 4 4-5 

4 - 5 4-5 4 4-5 4 

2 2 2 2 2 

50 49 49 49 51 

現在泥染めに用いられている有屋地区の田泥

名瀬市水道局平田浄水場の汚泥

従来泥 50% 

発生土 66% 
栄養源・デYプ/'，ブドウ糖
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No 6 

1 : 1 

栄養源

投入

4-5 

4 - 5 

4-5 

4 - 5 

4-5 

4 - 5 

4 - 5 

4 

4 

4-5 

4-5 

4 

2 

48 

(級)

No 7 

発生土

栄養源

投入

4-51 

4 - 5 

4-5 ) 

4 - 5 

4 - 5 

4 - 5 

4 

4-51 

4 

4 - 5 

4 - 5 J 
4 

2 

51 



表 6 浄水場発生土による泥染め糸の各種堅ろう度(3カ月後)
(級)

番 号 No 1 No 2 No 3 No 4 No 5 No 6 No 7 

混合比(重量)
従来泥 発生土

1 : 1 発生土

3 : 1 1 : 1 1 : 3 栄養源 栄養源

従来泥:発生土
のみ のみ

投入 投入

熱
変退 色 4-5 4 -5 4 -5 4-5 3-4 4 -5 4-5 

湯
汚 綿 4-5 4-5 4 3 4-5 4-5 4 

試

¥__/ 
験

染 絹 4-5 4-5 4 -5 4-5 3 4-5 4-5 

洗
変 退 色 4-5 4 3 3 3 -4 4-5 4 -5 

濯
汚 綿 4-5 3-4 4 3 4-5 4-5 4 -5 

試

験
染 絹 4-5 3 3 2-3 4 -5 4-5 4 -5 

酸 変退色 4 4 4 -5 4 4 4-5 4-5 

汗 汚 綿 4 -5 4 4 4 3 -4 3-4 3-4 

性 染 絹 4 4 4 4 3 3 3-4 

試

ア 変退色 4 -5 4 4-5 4 4 -5 4-5 4 -5 

Jレ

J 験 カ 汚 綿 4-5 4 3 -4 4 3-4 3-4 4 

性 染 絹 4 4 3 3-4 3 -4 3-4 4 

摩 擦 試験 1 1 2 1 2 -3 2 1 

増 量(%) 47 47 43 46 49 41 46 

注) 従来泥:現在泥染めに用いられている有屋地区の回泥

発生土:名瀬市水道局平田浄水場の汚泥

水分率.従来泥 50% 

発生土 66% 
栄養源:デンプ".ブドウ糖
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6 
、h、、

No.7 

Fe，03 ..- 、J

ノ日』

No.6 4 

有
.____ 

No.l 

率
2 

No.2 

No.5 

No.4 
) 

No.3 。 」

1 2 3 

混合後の回数 (月)

図1 混合比及び混合後の日数による染色糸中の鉄含有率の変化

- 61 -



日
日

1
J

凶
リ

g
M

ー番3~ 
却 11ダム取水

¥ノ

図2

槽

エアータンク

7.1<. 用沈澱池排泥

着水井へ

LJ 

東霊

童話 1 1; 
!j zj 
の等

書 Z
部し
をて

名瀬市水道局平田浄水場における汚泥処理過程

脱
水
ケ
ー
キ
を
貯
留
す
る
。

62 -

排
水
池
に
移
槽

着
水
井
に
移
糟

図3

洗
砂
緋
水
を
貯
留
し
、

汚
拒
と
楕
盆
水
に
令
指
す
る
。



6 .緋廷における糊剤の付着率及び染色に及ぼす影響について

1.はじめに

操利一・白久秀信・今村順光

山田清文 ※ 

織物は，織りおろしたままでは商品価値が低く，それに染色及び仕上加工などを施すこ

とによって，商品価値が高くなる。その中で糊剤は，動植物や鉱物などの天然系と，合成

及び半合成品などがあり，織物の平滑掬l及び厚化などに使用されている。大島紬において

も緋廷の締め加工前の糊張り，捺染及び仕上加工剤などに用いられている。又大島紬にお

ける緋楚の糊付け方法はいろいろな試験1)がなされているが，本研究では，糊剤8種類に

ついて緋廷の糊が泥染め及ひ'合成染料染色なと、に及ぼす影響について検討した。¥_)

2.餅廷の作成

1.試料糸

市販の大島紬用 (30g付き緯)絹糸をそのまま使用した。

2.整経

16枠立てX30mで行った。

3.糊斉IJ

糊剤は次の8種類を用いた。

(1).カゼネート PG (2).カラギナーンクレイゲJレSP-4

(3). シフト SK (4).スノーアノレギンH

(5). フノリ (6). 7ノリ(粉末〉

(7). イギス (8). イギス(粉末〕

4.糊剤の濃度

シフト S比一スノー7)レギンHは，従来の糊剤に比べ粘度 1)が低いため常温で5:_) 

%溶液とした。又フノリ，イギス，フノリ(粉末)，イギス(粉末〕及びカラギナーン

クレインゲルSP-4は，常温でゲJレを生じやすいため600Cの温度で濃度3%溶液

とし21その中のイギスは2%溶液とした。又その他の糊剤は，常温3%の濃度で

使用した。 2)

※山田染色工房
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5.緋締め加工

緋締めは 5気圧で自動空圧締機を使用した。

3.糊張り糸の水分率及び付着率

糊張りした糸を長さ 1mに切断し，その糸の絶乾重量 (105'C1時間，デシケー

ター保持2時間)後に測定し，さらに糊落と後の絶乾重量を測定した。

4.染色

1糊落し

水槽 (1001!)中に4時間浸漬後，糊抜きを行った。

2.合成染料

カヤカランプラッ穿 2RL 6% (o.w.f)を使用した。

一) 3.シャリンパイ抽出液

く与

シャリンパイ60kgを6時間抽出し，その間炭酸ナトリウム80g添加し，また抽出

液の量は3倍の1801!とした。叫

4泥染め

下の工程で染色した。

(1).染石染X3 石染X3 石染X3 石染X3 石染X3 石染x3 乾

(2).染石染X3 石染X3 石染X3 石染X3 石染X3 石染X3 乾

回

(3).染石染X3 石染X3 石染X3 石染X3 乾 田 熱 田

5.水分率及ひP付着率の測定

1.71<分率

水分率は次の式で求めた。

※染 …緋廷をジヤiリンパイ抽出液で浴比 1: 5 

の割合でもみ込む

※石 …石灰 19/1! 2ι/1! 3g/1!溶液中でもみ

込む

※乾 …初めの約 1時間自然乾燥で泥自に行く前

の約 1時間は熱風乾燥で行った。

※田 ・・・泥田

※熱 ・・・緋廷をシャリンパイ抽出液 (90'C)で浴

比 1: 20にして約2時間漬ける。
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水分率(%)= 

2.付着率

(糊張り後の糸の重量)ー(糊張り後の糸の絶乾重量〉

• (糊張り後の糸の重量)

付着率は次の式で求めた。

(糊張り後の糸の絶乾重量〕ー(糊落し後の糸の絶乾重量)
付着率(%)= 

(糊落し後の糸の絶乾重量)

6.地切れ及び汚染のSD法.，による解析6， 

1.尺度の決定

評価の尺度としてー側に「非常にHかなりJ["ややJ+側に「ややH かなり」

「非常に」の 6段階とした。

2.評価者 u 
大島紬における地切れ及び汚染等は特殊なもので，ある程度熟練度の高い20人を

選定し評価した。

3.イメージ7'ロフィ Jレ

評定者全員についてのスコアを集計して平均化し，その平均点をスケールで線引

きして比較検討した。

7.総果

1.糊剤の水分率及び付着率

(1).水分率

水分率は表.1からわかり

ように天然系のフノリ， フ

ノリ(粉末)及び天然物から

の抽出で得られたカラギナー

ンクレイゲルSP -4 6'な

どは比較的高い値を示した。

しかし同じ天然系のイギス，

イギス(粉末)及びカゼネー

トPGなどの合成系の糊剤

と同程度であった。

(2).付着率

表. 1糊剤の水分率及び付着率

糊 斉リ 水分率

カゼネート PG 8.3 1 

カラギナーンクレイゲJレSP-4 9.37 

'"' 7 トSK 8.45 

スノーアノレギYH 9.1 9 

フノリ 1 0.2 4 

フノリ(粉末) 1 0.1 2 

イギス 8.24 

イギス(粉末) 8.39 

単位(%)

付着率

7.73 

9.6 7 

1 2.8 3 

8.7 1 

5.30 

9.4 5 

3.08 

8.56 

表. 1に示すようにシフト SKの付着率は，糊張り，乾燥後に糸がバラバラにな

り，糊の付着率は最も高い値を示した。またフノリ，イギスなどについては，糊の

付着率は最も低い値を示した。これらは常温で熱可塑性のゲノレを生じやすく，糊付
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けは約600Cの温度で短時間ですばやく行うことが必要である。そのゲル化した糊が

張り作業中に多量の糊落ちがしたものと推測される。

2染色による評価

(1).泥染め汚染

<イメージ・プロフィルの比較>

評定者全員についてスコアを集計して平均化する。その平均点を，各スケールに

ついて線でつないだものを比較検討する。各糊剤が泥染めの汚染に及ぼす影響につ

いて評価分析を行うと次のようになる。

<汚染度良好>

フノリ + 1. 6 

カラギナーンクレイゲiVSP-4 + 1.1 

カゼネートPG 一ト 0.9 

イギス(粉末) + 0.4 

SD法によるプロフィル

泥染め

(汚染〉

サンプル名 (良好〉

<汚染度不良>

スノーアルギンH -2.3 

シフト SK -1.9 

フノリ(粉末) 0.9 

イギス -0.9 

(不良)

+3 +2 +1 0 -1 -2 -3 

カゼネート PG 

カラギナーンクレイゲルSP-4

シフト S 'K 

スノーアルギン日

フノリ

フノリ (粉末〉

イギス

イギス (粉末〉
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天然糊剤であるフノリの結果はよい値を示す拭粉末にしたフノリの汚染に対す

る評価は悪い値を示した。またそれとは逆にイギスの場合は，粉末状の物が汚染度

に強く，天然物は，汚染に弱い結果になっている。合成及び半合成系の糊剤，カラ

ギナーンクレゲJレSP-4，カゼネート PGは汚染度に対して良好であるが，シフ

トSK，スノーアルギンHについては良い結果と恩われない。

(2). 泥染めの地切れ評価

くイメージ・プロフィルの比較>

糊剤8種類についての地切れに関する評価試験を行った結果は，次の通りである。

<地切れ良好> <地切れ不良>

カゼネート PG + 1. 25 

イギス(粉末〕 ， + 0.1 5 

SD法によるプロフィル

泥染め

(地切れ)

スノーアルギンH

カラギナーンクレイゲルSP-4

シフト SK

フノリ

フノリ(粉末)

イギス

-0.85 

0.1 5 

-0.2 0 

~ 0.2 0 

0.1 0 

0.20 

サンプJレ名 (良好) (不良〉

カゼネート P G 

カラギナーYクレイゲルSP-4

シフト S K 

スノーアルギン H

フノリ

フノリ (粉末)

イギス

イギス (粉末)

+3 +2 +1 0 -1 -2 -3 

官7-
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地切れの評価は，合成系の糊剤カゼネート PGが良い評価をうけており，また天

然系糊剤のフノリ，イギスは，若干地切れが悪い結果になった。

(3).合成染料による汚染評価

<イメージ・プロフィルの比較>

合成染料による汚染度を評価するために，天然，合成系の糊剤8種類について

比較試験を行った。

<汚染良好>

カゼネート PG
カラギナーンクレイゲルSP-4
フノリ

フノリ(粉末)

SD法によるプロフィル

合成染料

(汚染)

<汚 染不 良>

+ 1. 5 5 シフト SK
+ 1. 2 5 スノー71レギンH

+ 0.90 イギス

十 0.35 イギス(粉末)

サンプノレ名 (良好) (不良)

カゼネート P G 

カラギナーンタレイゲルSP-4

シフト S K 

スノーアルギン H

フ ノリ

ヲノリ (粉末)

イギス

イギス (粉末)

ムト3 +2 +1 0 -1 -2 -3 
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合成染料に対する汚染評価は，天然系のフノリ，カラギナーンクレンゲルSP

4については良い評価が得られ，また合成糊剤のカゼネート PGについても問じよ

うな評価が得られた。評価の悪い合成系糊剤シフト SK.スノーアノレギンHは最も

高い因子で悪い値を示している。

(4).合成染料による地切れ評価

<イメージ・プロフィルの比較>

合成染料による地切れを評価するために，天然，合成系の糊剤8種類について

比較試験を行った。

<地切れ良好>

シフト SK

<地切れ l 不良>

カゼネート PG

イギス(粉末)

+ O. 9 0 

+ 0.50 カラギナーンクレイゲJレSP.，-4

7ノリ(粉末)

-0.10 l) 
スノーアルギン日 + 0.10 

フノリ

イギス

+ 0.10 

+ 0.50 

SD法によるプロフィル

合成染料

(地切れ〉

サンプJレ名 (良好〉 (不良)

カ ゼ ネ ト P G 

カラギナーンクレイゲルSP-4

シフト S K 

スノー 7 )レギン H

7 ノ

フノリ (粉末〕

イ ギ ス

イ ギ ス (粉末)

+3 +2 +1 0 -1 -2 -3 
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半合成系のシフト SKは，地切れでは良い評価が得られ，またその他の糊斉IJにつ

いては，良くもなく，悪くもない評価が得られている。イギス(粉末)による地切

れの評価が悪い値を示している。

(5).天然系の糊剤の評価

<イメージ・プロフィルの比較>

天然系の糊弗lの5種類について，合成染料，泥染め別に評価試験を行った。

汚染の評価

汚染評価 良 好 不 良

フノリ(粉末) イギス

合成染料
フノリ イギス(粉末)

カラギナーンクレイレ

ゲルSP-4

イギス(粉末) フノリ(粉末〕

泥 染 め
カラギナーンクレイレ イギス

ゲルSP-'--4

フノリ

地切れの評価

地切れ 評価 良 好 不 良

フノリ(粉末〉 カラギナーンクレイレ

合成染料 フノリ ゲJレSP-4

イギス イギス〔粉末)

イギス(粉末〉 カラギナーンクレイレ

ゲルSP-4

泥 染 め イギス

フノリ〔粉末)

フノリ
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SD法によるプロフィル

天然系の糊剤

汚染 汚染

f'i +3 +2 十1 。-1 -2 -3 

成

染 (良好) jk; (不良〉

料 地切れ 地切れ

汚染 汚染

泥 +3 +2 -2 3 

(良好)

¥ ¥ ‘、
(不良)

染 地切れ 地切れ

一一ー O カラギナーシタレイゲルSP-4

一一.フノリ

一一-ム 7ノリ(粉末)

一企イギス

ーーー口イギス(粉末)

フノリは，泥染めの地切れ評価には悪いが，汚染評価の合成染料，泥染めに良

い結果を示し，フノリ(粉末〉は，汚染における合成染料での評価は悪い結果と

なっている。またイギスは，地切れ評価で合成染料に対して良い結果を示してい

るが，泥染めにおける汚染の評価に惑い値を示している。またイギス(粉末)に

¥__) 

ついても合成染料に対する地切れ及び汚染の評価が悪い値を示した。，_)

カラギナーンク lレイゲルSP-4は，汚染における合成染料と泥染めに対して

は良い評価が得られたが，地切れの評価はいずれも悪い結果になった。

(6).合成及び半合成系の糊弗j評価

<イメージ・プロフィルの比較>

合成及び半合成系の糊剤の3種類について，合成染料，泥染め別に評価試験を

行った。
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汚染の評価

汚 染 評価 良 好 不 良

合 成 染 牢} カゼネート PG スノーアルギンH

シフト SK

泥 染 め カゼヰート PG スノーアルギンH

シフト SK

地切れの評価

地切れ評価 良 好 不 良

{s 成 染 料 シフト SK スノーアルギンH

カゼネート PG

泥 染 め カゼネート PG スノーアルギンH

シフト SK

¥ノ

SD法によるプロフィル

合成及び半合成系の糊剤l
汚染 汚染

-3 -2 I 。+1 +2 +3 

(不良)

地切れ

、./
/'、，、一

/ "、
/、、、

(良好)

地切れ

合

成

染

料

汚染
¥ 
¥ 

+2 ¥十1

汚染

() 

-3 2 +3 泥

(不良)

地切れ

、、
、、

、、
、

i
1・

I
l
-

-
-(良好)

地切れ染

スノー 7ルギシ H 

ν7トSK

カゼネート PG

0

・ム
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スノーアJレギンHの汚染評価は，合成染料，泥染めのいずれに対しても悪い結果に

なっている。またシフト SKについては，地切れにおける合成染料に対する評価では

良い結果となっている。しかし汚染に対する評価については合成染料，泥染めのいず

れに対しでも惑い結果となっている。

カゼネートは，地切れ，汚染評価の合成染料，泥染めに対して良い結果となってい

る。

8.考察

1.水分率及び付着率

水分率は，フノリ(天然)，フノリ(粉末〕が共に高い値を示している。

また付着率は，同じ天然系のイギスとフノリが最も低い結果になり，反対にシフト

SKは最も高い値を示した。 、、J
2汚染及び地切れ

(1).天然系

天然系のフノリは，地切れ，汚染評価を合成染料と泥染め別に行った結果は，い

ずれも良い結果を示し，他の糊剤と比較しても良い結果が出ている。

またフノリ(粉末)の汚染評価はいずれも悪く，イギスについても泥染めの地切

れ，汚染に悪いが合成染料には良い結果となっているので，用途別に使い分ける必

要がある。イギスの粉末は泥染めに対して，地切れ，汚染評価が良いを示し，目的

に応じて選択する必要がある。またカラギナーンクレイゲルSP-4は，地切れ評

価が悪いが，汚染については良い結果になった。

(2).半合成及び合成系

カゼネート PGは，地切れ，汚染評価を合成染料，泥染め別に比較するといずれ

も良い結果が得られた。スノー7JレギンH及びシフト SKについてはいずれも評価

が惑かった。

おわりに

今回，糊剤8種類について実験を行った結果は次の通りである。

1.フノリ，フノリ(粉末)の水分率が大きく，付着率はシフト SKのほうが大きくなっ

fこ。

2. 8種類の糊剤について汚染，地切れの比較評価試験を行ったが，両者とも充分満た

す糊剤が得られず使用目的別に使い分ける必要がある。
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7. コンビュータによるデザイン計画のためのマーチャンダイジング

今村順光富山晃次

1.はじめに

くもの>に対する感性(イメージ)には，一定のパターンがあるとされ，イメージ

のパターン化はすでに体系化されつつある。

側日本カラーデザイン研究所の「イメージ診断システムJrイメージ・シミュレー

ション・システム」により，感性マーケティングを支援するためのイメージを特定の

座標上に位置づけるシステムが開発されている。これは<感性マーケテイング情報収

集ツール><アイディア・スケッチにイメージ別のカラーリング>作業を行う 2つの

機能を備え，収集したイメージを直接スケッチ・イメージに展開させて相互変換によっ ，.) 
て，イメージ表現やプレゼンテーションに応用できる特徴を持っている。

本研究では上記のシステムを利用して，本産地のような地理的条件下の大島紬製造

業者が，効率よくデザイン計画を行う手段の検討を目的として，商品の色感・形態感・

全体としてのもののイメージをつかむ研究を行い，今後のデザイン評価等の解析機能

の充実を図るとともに，これらのことを達成させるためのものである。

2.調査及び分析方法

2 -1調査方法

2-1-1調査項目

伝統的大島紬とニュー大島紬の 2項目のイメージについて

2-1-2調査手法

180の形容詞の中から目的のイメージにふさわしい言葉を20語選択する記入方式

2-1-3調査日

平成2年1月9日

2-1-4調査場所

当センター会議室

2-1-5被験者

奄美産地の紬従業者26人

2-2分析方法

2-2-1イメージ診断 システムに

よる分析

データ・サンプノレの個人別

グループ別集計

一kAt.止

1.Il-M.:亙亙E
-'J.-1"r).. -:l _0  

仁コ腕組IClIDJ肝E町 医ヨデータベース

t 

-、

倒閣の口固圏内上で‘マウス制作印して下さい 区ヨ

図 1 イメージ診断システム
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2-2・2イメージ・シミュレーションシステムによるパターンの抽出

2-2-1で派生した結果をきものデザイン画に合成し配色シミュレーションにより

比較，パターン抽出

図形・線画

入力

-ラインモード

・イメージスキャナ

• CAD+ラインモード

一→ョー

イメージ選択 着彩(ペイント)

ー+ ー+

図 2:イメージ・シミュレーションシステム

2・2・3イメージ診断の構成図

図 3:イメージ診断の構成図

2-2-4イメージ・シミュレーションシステムの構成図

配色

シミュレーション

各種のイメージ

配色ノマターン

図 4:イメージ・シミュレーションシステムの構成図
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3.調査結果

3 -1 伝統的大島紬に対する集計結果

伝統的大島紬に対する商品イメージをどのように思っているのか，その評価

に関わる個人の稽好パターンの集計結果を求めることができるO ここではグルー

プデーターの平均値結果について述べる。分析内容は， 1)選んだ言葉の解析

2)晴好パターンの解析 3)テイスト・パターンの解析について，その特徴

を考察する。

3-1-1 選んだ言葉による解析

言葉をイメージ化するシステムとして，選択した言葉の割合を示したもので

ある。さらに一つ一つの言葉を同類のパターンに分類しイメージ・スケール上

に配色するo 0 

伝統的な 76.9% ---"l ・割合の効率化

上品な 73.0% I→・コンセンサスが得やすい

古典的な 65.3% I ・コンセプトイメージの設定がしやすい

おちついた 57.6%ー」

file:DOS-ALL 
伝統的な
上品な
古典的な
おちついた
素朴な
渋い
地味な
粋な
昧わい深い
情緒的な
優雅な
シックな

格調のある

76.9 % 
73.0 % 
65.3 % 
57.6 % 
53.8 % 
50.0 % 

" 
46.1 % 
42.3 % 
38.4 % 

" 

肌ざわりのよい H 

重厚な 34.6 % 
ち密な H 

洗練された
自然な 30.7 % 
クラシックな H 

文化的な

3-1・2 晴好パターンの解析

図5:グループデータの平均値

クラシック 29.1% (伝統的な，古典的な)一「

エレガント 20.6% (上品な，素朴な) I~.WH・CHのハードゾーン
ダンデ、ィ 13.5% (渋い，おちついた) I ・中心部エレガントゾーン

シック 10.1% (地味な) _j  

[略:W(ウォーム)・ C(クール)・ S(シック)・ H(ハード)] 
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file:DOS-ALL 

1 CLASSIC 29.1.% 

2 ELEGANT 20.6 % 

3 DANDY 13.5 % 

4 CHIC 10.1 % 

5 NATURAL 9.6 % 鈍

6 MODERN 8.1 % 

図6:イメージ・ゾーンのグルーピングとその割合

¥..._.-/ 

3-1-3 テイスト・パターン解析

5つの晴好因子から読み取る。

フJ

，
 

Oノイ・円アンノ々カノツシ-フ力
/つ」

た

シ

れ

ツ

ド

や
レ
一

し

ド

ハ

品
。向配年

クラシック……ベージュを基調に赤茶で強調→味わい深い・伝統的な・どっし

りした

ダンディ...・H ・..深みのあるブラウンが基調→シックな・格調のある

¥、、句_./ノ

file:DOS-ALL 

*このイメージにあう
テイスト・ノマターンは
『クラシック・ダンディ』です

ダンディ，シック中心におだやか
でドレッシーなイメージを好む

事

図7:ライフスタイルの傾向

。。
司

i
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3-2 ニュー大島紬に対する集計結果

ここで、はニュー大島紬に対する商品イメージを設定している。 3-1同様分

析内容で， 1)選んだ言葉の解析 2)晴好パターンの解析 3)テイスト・パ

ターンの解析について，その特徴を考察する。

与2・1 選んだ言葉による解析

モダンな

都会的な

シンプルな

上品な

57.6%一寸 ・イメージの分散化

50.0% I→・コンセンサスが得にくい

50.0% I ・コンセプトイメージの設定が困難で、ある

46.1%ー」

%

%

%

%

%

%
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file:NOS-ALL 

図8:グループデータの平均値

3-2-2 晴好パターンの解析

モダン 28.9% (モダン，都会的な〉 ・CS.CHのクールゾーン

エレガント 22.8% (上品な，エレガントな) I→・WHゾーン

クリア 12.4% (シンプルな， さわやかな)I ・中心部でエレガント

ナチュラル 9.6% (新鮮な，自然な) I 
[略:W(ウォーム)・ C(クール)・ S(シック)・ H(ハード)] 

file:NOS-ALL 
，_.) 

1 MODERN 28.7 % 

2 ELEGANT 22.8 % 

3 CLEAR 12.4 % 

4 NATURAL 9.6 % 

5 CLASSIC 9.1 % 

6 NOBLE 6.4 % 

7 GORGEOUS 6.0 % 

図9:イメージ・ゾーンのグルーピングとその割合

-79-





注: 配色イメージ

ア・色相Y.YR系に灰と黒を含み，おだやかな調子の暖色系でグラデー

ションするとクラシックなイメージとなる。穏やかで，枯淡な味わ

い，古くて，奥ゆかしい，保守的であるが，充実感に富む。

イ:色相をG.BG. B. PBにしぼり，白と黒を取入れ， トーン効果を

出すと，すっきりした品のいい，清列で洗練された配色がモダンで

ある。こってりした感じを失い，すっきりとあかぬけして，クール，

クリア， シンフ勺レ， ノーブノレとなる。

3-3-2ライフスタイルの比較

W十一クラシック・
ダンディ

図12:ライフスタイルの比較

3-3-3イメージによる類別化

まとまりときわだ、ちの関連がわかる

-3 非常に小さいー「

C 

ヒ:5552伝統的大島紬

.・::;::ニュー大島紬

-2 かなり小さい |→まとまりのイメージ→伝統的大島紬

-1 やや小さい ー」

0 どちらでもない

+1 やや大きい 一「

+2 かなり大きい |→きわだちのイメージ→ニュー大島紬

+3 非常に大きいー」

- 81一

ゾ

u 





30.0% I ・WS，WHゾーン

18.0% →・中心部位置

9.0%一」

26.0% I 

16.3% I→・ WH，

ナチュラル 15.2% _j  

[略:W(ウォーム)・ C(クーjレ)・ S(シック)・ H(ハード)] 

晴好パターンの解析

エレガント

ナチュラノレ

ゴージャス

A:男性

3-4-2 

クラシック

モダン

B:女性

CSゾーンCH， 

、J

'悶同島大的統伝

「
!
|
」

J
，
 

吋アンぷノカノシ-フ力ノ
「」

シレ

区司:女性

テイスト・パターンの解析

5つの晴好因子から読み取る。

A:男性成人の大人→ソフト・タッチ「→フェミニン

_j(女性らしさ〉

:男性• •• 
・・4

•• • •• 
一.図15:晴好パターン解析

3-4圃 3

ドレッシー

、J
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図16・1-1:男性の晴好パターン
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5-3 デザイン計画へのアプローチ

①デザインの要素 ②収集機能 ③要因分析機能

市場を見る

だれが

いつ

どこで

なにを

どのように

属性データ

ベース

6.おわりに

デザイン

情報収集

女性の

ライ7スタイJレ

女性雑誌の

マーケチィング

→ l女性雑誌に l→

見るライフ

スタイJレ

問屋の晴好

ノマターン

小売庖の晴

好ノマターン

デザインの

選択

デザイン

情報まとめ

メイ;;.イメー沈D

因子分析

イメ-~め分布

母集団

トレンド

属性別

要因

要素

デザインの

決定

一→砂

→ 

④デザイン計画

-デザイン企画

の背景

.デザイン企画

の方針

.デザイン・コンセプト

.デザイン・

ポジショニシグ

.商品市場の

明確化

-商品構成

lテーマー

絞り込む

-大島紬図案設計

CADシステムとの

相互変換

・イメージ・シミュレーya>'tL'.

よるカラーリング

・プレゼンテーションへ

の展開

・ターゲットの明確化

デザインの目的を達成するため，イメージ診断システム，イメージ・シミュレーショ

ンシステム等を活用してデザインのいろいろな条件を科学的なデータによって裏付け

し，デザインをどの方向にプランニングするか，そこから派生するデザインソースや

アイデアを活かしたくもの>づくりが考えられる。

本研究では，調査や実験から計画をまとめていく基礎的な技術の修得をねらいとし，

その結果から，当産地デザイナーが，カラーリング・配色シミュレーション等の検討
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を行い，色彩計画を立案する手法として役立つものと思われる。

本研究を進めるに当たり，システムの演習指導及び資料提供など，ご協力いただい

た側日本カラーデザイン研究所小林重順氏久保田敏弘氏に感謝の意を表します。

7.参考文献

1 )小林重順 「色彩戦略」 日本能率協会 (1986)

2)小原二郎 「デザイン計画の調査・実験」鳳山社 (1969)

3)今村順光 鹿児島県大島紬技術指導センター 昭和63年度業務報告書， 44

4)富山晃次 鹿児島県大島紬技術指導センター 昭和63年度業務報告書， 57 

5)今村順光 西元研了

鹿児島県大島紬技術指導センタ一 昭和62年度業務報告書， 79 

6 )今村，西元 鹿児島県大島紬技術指導センター 昭和61年度業務報告書， 108 
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2-2 ソフトウェア構成図

ソフトウェアは. 4つのセグメントで構成され以下のとおりである。

O 大島紬図案設計システム

-管理セグメント

ファイル管理

ユーティリテー

-品種セグメント

-出力セグメント

-構図セグメント

付け下げ設計

0 0意匠デザインシステム

図3. ソフトウェア構成図

2-3 機能

2-3-1 大島紬図案設計システム

2-3-1-1 構図セグメント

図柄(モチーフ)の生成配置を行い，図柄を構成(レイアウト〕し，

輪郭線及び背景への緋詰めの指示を行う。

-92-



1 )構図編集

。自由曲線によるスケッチ函(線描)をスキャナにより入力

。自由曲線ベクトル化処理

。縮小・拡大・回転・移動・複写・曲げ・骨法確認・枠切り等の機能

により，構図のレイアウトを決定

2)基 本(柄・緋〉

。「構図編集」により作成された構図(自由線園)を下絵とし，各種

図案紙サイズの経線を表示する。

。背景の緋詰めを指示する。

3)付け下げ柄設計

。付け下げ柄を想定したスケッチ函をスキャナにより入力 、J
。「構図編集」システムへ連動=図柄決定

。縫い合わせ部分縫いしろ幅指定

。図案ファイル自動的に分割し(前身頃，後ろ身嵐それぞれ左右)記憶

。「構図編集」システムへ連動=輪郭線取り一'緋詰めー炉着色

2-3-1-2 品種セグメント

泥染め大島紬，泥藍大島紬，位大島紬等大島紬全般の品種の図案処週か可能

1 )緋着色

。構図セグメントで指示された図案上の緋点に着色

2)地着色

。耕糸の緋点以外に着色

3)ヨコ総緋用図案処理

。「緋着色JI地着色」システムの諸機能と併せて，ヨコ地糸の着色)ノ

。ヨ地糸用締めテー7'2克ひPヨコ地糸用摺込みテープの作成(肋セグメント)

4)割り込み

。長(カタス， 1モト〉による割り込み組合せパターンのファイバ径録

。登録済みパターンより作成図案の任意の閉鎖領域に対し自動展開か可能

。長情報は，締め図案及びテープに連動

5)亀甲

。亀甲柄用図案処理をし，締めテープの作成可能(出力セグメント)

6)緋変化

。1モト-8モト及び長の指示，タテ・ヨコ別々
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2-3-1・3 出力セグメント

仕上がり想定図案・締め/加工図案・締め/摺込みテープの作成

1)仕上がり想定

。図案情報に基づき，織り上がりの柄・色白の検討を図案段階で的確

に予想できる。

。任意の部分を指定し作図可

2)締め/加工図案

。締め図案・色加工図案作成

3)締め/摺込みテープ

。締め作業用テープ及び蓬摺込み用テープ作成

4)仕立て上がり想定

。裁断例シミュレーション

。縫い合わせシミュレーション

2-3-1-4 管理セグメント

1 )ファイノレ管理

2)ユーティリティ

2-3-2 意匠デザインシステム

。図案設計システムによって作成したデザイン及び絵・写真等からの入力

画像に，拡大・縮小・回転・複写等の機能を駆使し各種シミュレーション

を行い，原図・原画を作成する。

。着用モデルに対し，画像合成により者せ替えを行う。

。プレゼンテーション用にプリントアウトする。

3. 本システムの応用例

従来，大島紬緋図案は手作業のみによる申Ijf乍方法であったが，本システムでは大島

紬図案設計システムソフトウェア諸メニューにより以下の演習を行った。

1 )デザインソース決定

2)デッサン(自由線描闘)スキャナ入力 CA4)-ーレイアウト決定

3)関数指定一砂密度決定

4)輪郭線取り

5)緋詰め指定
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6)緋着色指定

7)餅図案・締め，加工図案・締め，摺込みテープ・仕上がり想定図ー出力

上記演習の結果，これまで図柄の構成・構図を図案紙上だけで検討していたが，

ディスプレイ上に表示される画面を見ながらの作図が可能になり，デザインソース

決定後デッサン作成段階で，ある程度のレイアウトを考慮しながらの作図ができ，

拡大・縮少・回転等々の機能を駆使しレイアウトを決定できるなど作業効率が大幅

に増大されることが分かつた。長尺で図柄の展開を下見することができ， レイアウ

ト決定には欠かすことができない機能である。

輪郭線取りは，コンピュータの指示通りの作図も可能ではあるが，画一化された

輪車s線取りになりかねず，デサYナーの経験による輪郭線取りによって，より個性

を発揮できる表現が可能である。

緋詰め指定，緋着色の段階は，手作業にとって替わる効果，コンビュータの一番

得意とする連続作業によって点打ち作業の高速化・迅速化が図られる。このことに

より，デザイナーは次の作業・指示等の検討ができるため，デザインの高度化・

高品質化を図ることができる。

締め・摺込みテープによって締め間違い・摺込み印付け間違いによる空漣いなど，

人為的ミスによる製品の劣化防止などその効果がある。

カラーシミュレーションにより，用途に応じ大島紬全般の品種の検討ができ，出

力機能によって事前に製品を把握でき，問屋・小売庖・ユーザーの意向を反映する

ことができる。従来，出来上がってみなければ製品の全体像を把握できなかったが，

仕上がり想定図によって，売れ残りをなくし;在庫を抱えない産地体質の強化にも

貢献できる。

一部演習手順に沿ってその流れを6手順に集約した。図4に示した。
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まとめ

本システムは，従来の紬製造技術を保持・継承し，近代感覚をもりこみ，手作業

ではできなかった輪郭線取り・着色・ボカシ・柄変更・色の置換・柄の併合等便利

な機能を持ち，緋点の高速表示・高速彩色が可能である。

また，多様化・高度化・複雑化してきている消費者ニーズに対応できるデザイン

開発が可能になった。

その他，当産地として未着手分野とも言える企画・新商品開発に絡む分析に，

イメージ診断システム・イメージシミュレーション・システムを併用することにより，

イメージ表現やプレゼンテーションが可能となった。

別項目にある「コンピュータによるデザイン計画のためのマーチャンダイジング」

は本システムを利用しての研究の一部である。

今後アパレルデザイン・インテリアデザイン等への幅広い展開が期待される。

操作演習は，ある程度の経験を要する拭平成2年度設立計画中の大島紬デザイン

研究会等により業界への浸透を図ることによって，数々の効果があると考える。

-96ー
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1. はじめに

9 .大島紬緋文様の研究

-CADシステムによる緋

徳永嘉美

近年の日本は，世界に類を見ない経済発展を続け今後も市場開放なと、による大裂の

消費時代が予測されニュービジネス企業の急増がみられるが，鹿児島県の伝統産業で

ある大島紬は現在構造不況下にあり伝統があるがゆえに転換できないもどかしさを

感じている。問屋サイドでも女物商品は，ある程度行き渡り今後多くは望めないと

して，個性化・高級化あるいは男物商品へのシフトがなされつつある。男物について ( 

は従来より商品が少ないこと，デザインが十分に検討されていなかったこともあって. ¥j 
当センターへの技術相談も増えている。

そこで本研究では，男物用デザインとして十の字緋と長緋に着目し，これまで基本

パターンからの展開を行ってきた。

この研究では，長緋の基本パターンの一つであるナガ十の字緋勾パターン展開を

従来の緋調製によって行ったことと，さらにこの手法をCAD上に応用展開を図った

ことについて報告する。

2. 緋パターンの展開と構成

前報 1)に引き続いて，長緋における基本パターンの一つである. (7)ナガ十の字

緋における展開を行った。

2-1 ナガ十の字緋について

図

2-2 展開方法

本場大島紬の十の字緋には，締め加工技術による点緋の蚊緋

と元数違いによる劉酬がある。そしてさらに緋足を延ばして o
長緋で構成したものをナガ十の字緋と呼んでいる。ナガ十の字

餅には 1モト(緋糸 1本)の経緯交差とカタス(緋糸 I本)の

経緯交差があり現在 1モトはおもに龍郷柄， カタスは小柄，割

り込み式柄の基本緋として使用されている。またこのほかに昆餅

と蚊耕，ツガを組み合わせた米十の字，ツガ十の字などもある。

図lにナガ十の字緋を示す。

展開方法としては種々考えられるが，体系的に展開することで文様の重複を

避けることができる。長十の字緋の基本パターンの作成方法として次の三種類が

考えら れ る 。 ( 図2-4)
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( 1 )緋足の変化(大・小)を図 2，(2)緋本数の変化(1モト・カタス)を図3，

( 3)緋配列の変化(タフコ・並3'IJ・ズレ)を図4に示す。

(1)緋足の変化

D 

図 2

lJ (2)緋本数の変化

D 

図 3

( 3 )耕配列の変化

にノ

:話。出:

D
 

。

+ +・+
+ + + 
+ + + 

+ + + 
+ + + 

司自・.. + + 

+ + .，. 
+，+，+ +'+'+ 

Dl+++  +'+'+ 
+，+，+ +'+'+ 
士ょ土ム土

D 
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2-3 緋パターンの展開

長緋パターンの造形的な美しさは，太い線(1モト)と細い線(カタス)の

コントラストにあり，あっさりとした品性を感じさせる。これらの上述 3種類を

さらに緋エレメントとして重合・移動・方向変換・回転など加工することで展開

と構成を深めていくことができる。

図5にこの展開方式により展開した一例を示す。

l→ 寸1→ 三オ

図 5
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3. CADシステムによる餅ノマターン展開

今日のCAD:(ステムは，あらゆる産業に活用されつつあり，織物業界においても

その活用に大きく期待がもたれている。伝統産業である大島紬業界におていも同様で

あり特にデザイン向上に大きく寄与するものと期待される。

そこで本年度導入したCADシステム上でのナガ十の字緋の展開について述べる。

3-1 使用した機器

大島紬図案処理νステム

(1)本体 (PC -9 8 0 1 RX 2) 

( 2)カラーディスプレイ (PC-TV472) 

(3)マウス (PC-9872 U) 

NEC 

NEC 

NEC 

(4)イメージスキャナー (PC-IN503) NEC 

(5)固定ディスク (LITTLE B4N) MD 

(6)カラープリンター (0730) シャープ

なおこの機種は，ユーティリティにパターン展開(柄・緋・割り込みの登録と

自動展開)があり，それぞれ出カシステムと連動する機能をもっ。

3-2 緋パターンの作成方法例

(1)緋ノマターン展開システムのなかに

設計用方眼紙図形ベースを組み込み

基本パターンをマウスで描写(太線

細線)しCRTへ表示した。

図6に表示結果を示す。

( 2 )描写表示された緋パターンの基本

ユニットを任意の展開方向へマウス

で起点と終点をそれぞれニヵ所指示

し展開した。

図7に指示表示結果を示す。

ー 101

iI三
図 6

図 7

u 

iJJJ 



l_) 

¥_) 

(3)パターン展開の確認後大島紬周に

予め設計作図した閉鎖領域の枠へ

展開・登録して緋ノマターンの作成を

終了した。

図8に展開表示結果を示す。

3-3 緋パターンの出力

図 8

今回作成した緋パターン集の中から数十点を上述一連の作業を踏まえデータベース

化し出力を試みた。今回の出力は仕上げ型による泥大島紬を想定して地糸に黒，

緋糸に白色を許容3257色から選択，大島紬設計情報を入力指示してプリント・

アウトしfこ。

図9に出力緋ノマターン例を示す。
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図 9

4 まとめ

男物小柄文様体系化の一環として各穏展開校法を開発し，ナガ十の字緋によるバターン

展開を行いさらにCAD上で応用展開を図り次の結果を得た。

( 1 )ナガ十の字緋を780点の文様パターンとして展開することができたので，前回

と同様“大島紬緋パターン集"長耕編 (4)として編纂，業界へ参考資料として

配布した。

(2 )今回導入したCADシステムのパターン展開への利用を試みたところ，基本

パターンからの展開(パリエーション)はアイディアスケッチに頼るところである杭

割付展開(リピート)には有効であった。

(3) CADシステムのデータベース機能〔バターン登録による各種図案，テープ，

仕上がり想定への連動作図)には大きな効果があった。

今後はCADシステムを活用することで，これまで手描きで進めてきた文様研究の

迅速化が期待されるが，現在のところパターンの割付展開に時間がかかるので，今後

グレードアップを課題としながら研究を進めていきたい。

参考文献

1) 徳永嘉美 大島紬技術指導センター業務報告書 (1985)
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